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委員会報告

機械翻訳用電子化言語情報の共有に向けて

技術動 向調査委員 会 村 木一至(NEC)、 亀井 真一郎(NEC)

1.は じめ に

 WWWの 浸 透 、あ らゆ る場面 でのPCの 活用 など、

様 々な知識 が電子化 され、 ネ ッ ト環境 下 に分散 して

蓄え られつつある。 ワー プロを用 いて ネッ ト上で分

担 共同 して翻訳 するこ とも容 易になった。翻訳 ソフ

トを使 って、気軽 に英文ペ ー ジをブラ ウズ した り、

翻訳作業 の効率 化に役立 てるこ とも気 楽にで きる時

代 である。 けれ ども?翻 訳 とい うこ とに話 を限れば、

依然 としてコ ンピュー タやネ ッ トワー クが主役 なの

ではな く、人間が、その知恵 を出す頭脳 が主役 であ

るこ とは変 わっていない。

 翻 訳 が人間主体 の知的作業 であるな ら、人間の翻

訳 の知恵 を互 いに融通す る ため に、PCや ネ ッ トワ

ー クを大 いに利用 しよ うとい うこ とは過去 か ら言わ

れて きた。 ところが?融 通す るための、知 恵や知識

を電子化す る手軽 な手段が な く、更 にその交換 のた

めの ソフ トイ ンフラ も無 い とい うこ とが続 いて きた。

 翻 訳 ソフ トウエ アがPCの 台数 だけ出荷 され る よ

うになる と、自分 の知恵 をユ ーザ 辞書 として登録 し

て少 しで も自分専用 に賢 く使 い込 むユ ーザ も現 れて

くる。実際 、なん らかのチュー ンア ップを しなけれ

ば、翻訳 ソフ トもす ぐお払 い箱 とな りかねない。

 翻 訳 に使用 される辞書 デー タの流通 ・相互利用 の

仕組み を作 るべ く、当協 会に加盟 している機械翻訳

メーカーが 中心 とな り、各社 の機械翻訳 システムの

ユ ーザ辞書 と相互変換可能 なユ ーザ辞書共通 フ ォー

マ ッ ト(Universal Plallbrm:UPF)の 開発 を情報処

理振 興事 業協会(IPA)殿 の 支援 を うけ てス ター ト

した。

 そ こで 、本活動 につ いて概 要を紹介す る。

2.UPF設 定 の背景

 商 用の機械翻訳(MT)シ ス テムが製品化 されて

10年 余が経過 した。近年の イ ンターネ ッ トの発達 と

パ ソコ ンの普及 に よ り、MTシ ステムは一般ユ ーザ

に も急速 に浸透 し始めて いる。

 MTシ ス テム を有効 に活用す るためには、各ユ ー

ザ毎 に、ユーザ 自身が頻繁 に使用す る単語対訳 を「ユ

ーザ辞書」 に登録 してお くこ とが望 ましい。 ところ

が、仮名漢字変換用ユ ーザ 辞書 登録 で さえ面倒 な よ

うに、翻訳用対訳辞書登録 も面倒 な事で 、一 人一 人

がユーザ辞書 をそれぞ れに充実 させ るには限 界が あ

る。

 こ の問題 に対 して、個 人が個別 に持 ってい る辞書

デー タを流通 させ る機構 を作ろ うと言 うことになっ

た。現 在は国内の20数 社が翻訳 ソフ トを商品化 して

いる。 個人の興味の範囲 と翻訳 ソフ トの違い を越 え

て、共通 にユーザ辞書 を交換で きれば、知恵の足 ら

ない翻訳 ソフ トに皆か ら借 りた知恵を詰め込んで、

英語 ともつ き合え る日本人が増えるのでは と考えた。

翻訳 ソフ トの利 用が促 進 され、 ひいては 日本人の外

国語文 書受 発信 が促 進 される、,

 こ の ような環境 整備の具体的活動 と して、AAMT

で は 、今 年度(平 成8年 度)か ら来年度 にかけ情 報

処 理振 興事 業協会(IPA)の 創 造的 ソフ トウェア育

成事業 の一つ と して、万国共通なユーザ辞書記述 フ

ォーマ ッ トUPFの 開 発 を 開始 した、,この 活 動 は

AAMTに 参 加 してい るMTメ ーカ5社 が 知恵 出 し

の中心 となって進めている。

3.UPF設 定 の基 本方針

 異 種 システム間で辞書デー タを交換 で きる ように

す るに、以 下の ような環境 を想定 した、、

(1)共 通 フ ォーマ ッ トの設定

(2)共 通 フ ォーマ ッ トと各 システムのユ ーザ 辞書

   の 間 の双方向 コンバー タの提供

(3)共 通 フ ォーマ ッ トで記述 された辞書 を蓄え流

   通 させ るための、一般 ア クセス可能 な電子環

   境 の提供

 上 記(1)の フ ォーマ ッ ト開発は、現実 に発売 ・

利用 されている複数の システム問でそのユ ーザ 辞書

情報 を比較す るこ とに より行な うこ とと した,,こ の

方針 をとるこ とで、共通 フ ォーマ ッ トが現実 のシス

テムか ら乖離 して しまう危険 を回避で きると考えて
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いる。 この フォーマ ッ ト開発活動 はMTメ ーカ5社

が 中心 となってUPF実 行 連絡 会 を構成 し、そ こで

原案 を作成 して各杜に案の可否 を諮る とい う手順 で

進めてい る。

 上 記(2)の 双 方向 コンバー タは、各MTメ ーカ

が それぞれ独 自に開発す る ものである。共通 フ ォー

マ ッ ト設定 の際 には、共通 フ ォーマ ッ トか ら各シス

テムのユーザ辞書へ の変換(ダ ウ ンロー ド)と 、各

システムのユ ーザ辞書 か ら共通 フ ォーマ ッ トへ の変

換(ア ップロー ド)と の両方 が可 能 となる よう考慮

す る必 要がある。

 上 記(3)の 辞 書 共有 環境 と して は、AAMTの

ホ ームページを中心 に考 えている。 各ユ ーザ はそこ

に置かれ てい るUPFで 記 述 された辞書 デ ー タを自

分の使 っているMTシ ステムのユ ーザ 辞書の フ ォー

マ ッ トに変換 して使用す るこ とがで きる。 また逆 に

各ユーザが 自分 の使用 してい るMTシ ステムで作成

したユ ーザ辞書 は、UPF形 式 に変換 して この 辞書

共有環境 に置 き他ユ ーザ(異 システ ムユ ーザ も含

む)と 共有す るこ とが で きる。 も ちろんSGMLの

テ キス トと して、c-mailで 直 接 デ ィー リ ングす る

こ とを可能 に したい。

また、直接UPF形 式 でk書 を記述す るための 辞書

エデ ィタも提供す る,,

 UPFの 設 定 に あた って は、 さ しあた り日本語 と

英語の2力 国語 を分析対象 と して具体的作業をすす

め るが、UPFの 形 式 は 言語 によ らず 多 言語 に対応

で きるもの とするこ とを 目指 している、,また一つの

語の生成 と解析 の辞書はで きる限 り統 一一一した形式 で

記述で きる ように什様 開発するこ ととしている.具

体的 な記述 形式 はSGMLに 準 拠 した タグを用 い る、,

4.UPF設 定 の具体的活動

4-1.基 本変換標準 と拡張変換標準

 上 述 した ようにUPFは 、 UPFか ら各 シス テムの

ユーザ辞書へ の変換(ダ ウンロー ド)と 各システム

のユー ザ辞書か らUPFへ の 変換(ア ップ ロー ド)

との双方向が可能 となるようにす る必要があ る。

 現 実 に発売 ・利用 されてい る複数の システムがユ

ーザ 辞書 と して扱 える語彙(品 詞)に は相違 がある

から、狭い意味で.ヒ記の双方向条件 を満たす ために

は、各システムに共通 して記述で きる語彙(各 シス

テムに記述 可能 な語彙 の 「AND」)だ け を対 象範 囲

とした仕様を決める必要がある。

 一方、その ような 「AND」 仕様 だけでは、詳細

あるいは広範な語彙情報の記述を許す システムが有

効に活用されないという問題が生 じる。そこで上記

の両方の要求を満たすため、UPFで は以下の2種

類の対象範囲を設定することとした。

(a)基 本言語変換標準

   全MTシ ステムのユーザ辞書で取 り扱 うこと

   ができ、UPFと の間で相互変換(ア ップロ

   ー ド・ダウンロー ド)可 能であることを推奨

   する語彙の情報を記述する形式

(b)拡 張言語変換標準

   各MTシ ステムで記述する可能性のあるすべ

   ての語彙の情報を記述する形式

 すでに商品化されユーザに使用されている5つ の

異なるシステムのユーザ辞書を比較検討 して、現在

上記2種 の仕様作業を進めている。基本的には第1

年度に基本言語標準を、第2年 度に拡張言語変換標

準を開発するが、基本言語標準の開発に際 しても拡

張言語標準を考慮する必要があるのは言うまでもな

し㌔ また拡張言語標準の開発段階で再度基本言語標

準に戻って改良する必要が生 じるかも知れない。

4-1 基 本 言語変換標準の概要

 基 本言語標準 に関 して、まず 各 システ ム共通の 「記

述用語」の定義 を行 なう必要があ った,,つ まり、品

詞のセ ッ ト、品詞の呼称 か ら用語 と定義の統一 をす

る必 要があった。特 に 日本語の場 合、学校文法 の品

詞 設定 が機械翻訳に とってはなはだ不備で あ り、品

詞 設定 に準拠 すべ き標準 が存 在 しないか らであ る,,

具 体 的には 「形容動詞」 とい う品詞 を独立の品詞 と

して立 てている システム と 「形容 詞」 の下位 と して

扱 っている システムが存在す る。 またその登録 単位

も語幹 登録 、終止形登録 の二通 りがあった、,この よ

うな用語 ・形式の統一 を行 ない、基本 言語 変換標 準

と して は、現在の ところ以 下を対 象 とす るこ とで原

案作 りをすすめてい る。

 日本語:名 詞、固有名詞、動詞 、サ 変動詞 、

     形容 詞、形容 動詞、副詞

 英 語:名 詞、固有名詞、動詞、形容詞 、副詞

上 記の品詞設定 は、実際 に現在 までの10年 間 にMT

ユ ー ザが登録 したユ ーザ辞書の約9割 が名詞、固有

名詞である とい う各社に共通 した経験 的デー タに基
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ついている。名詞の下位分類 とすることも可能な固

有名詞を独立の品詞 として立てたのは、ユーザが高

頻度で登録する可能性のある品詞であることがその

理由である。和語動詞の登録の簡便 さを考慮 し、そ

れとの一貫性をとって、活用語はすべて終止形で見

出し登録する。このようにするとサ変動詞の語幹名

詞用法は名詞として、活用語尾付き用言用法は動詞

として登録すればよいが、固有名詞と同 じように、

サ変動詞が高頻度登録されるという理由から動詞の

下位とはせず、独立 した品詞として考えることとし

た。

5.こ れ か ら

翻訳用 対訳 辞書 共通 フォーマ ッ ト(UPF)開 発 活

動 の概 要 につ いて 述べ た。UPFの 仕 様 と しては、

基本標準、拡張標準 の2つ を設定す る予定 であ る。

第1年 度末であ る現時点で は、基本標準 の仕様 をほ

ぼ固め る目処がつい た。今後 は各システムのユ ーザ

辞書 との問の双方向変換の確認 を行 な うの と並行 し

て、拡 張標 準の設定 を行 ない、来年度末 までに基本

・拡 張 の両仕様 をF且Xし て一般 に公 開す る予 定で

あ る。最終 案に至 るまえ に会員のみ な さんや 、識者

か らの ご意 見をいただ く機会 をな る可 くはやい時期

に設定す る計画 である。是非 とも、 ご支援 を賜 るよ

う御願い します。

 なお、97年 度 早 々には、UPF公 開討論 の為のHome

Pageも 開 設 す る事が 決 まってお り、次 号 機 関誌 に

て ご案内 したい と考 え ます。

新刊図書紹介

インターネット英語の読み方

          &書 き方&調 べ方

著 者:安 藤 進

出版社: 共立出版

価 格: 2,000円

発 行: 1997年3月10日

ISBN4-320-07139-5C3050P3502
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ヒアリング

JICST機 械 翻 訳 シ ス テ ム につ い て

科学技術振興事業団 科学技術情報事業本部 情報システム開発部 白木澤 佳子

1.は じめに

 日本科学技 術情報 セ ン ター(J置CST)は 昨 年10月

に 新 技 術 事 業 団 と統 合 し科 学 技 術 振 興 事 業 団

(JST)と して新 しくス ター トしま した。

 本 稿 で は当事 業団 でJICST時 代 か ら引 き続 き開

発 、運用 を行 ってい る 川CST機 械 翻 訳 シス テム に

ついてご紹介 します。

2.開 発の経 緯

 JSTで は、μプ ロジェク トの成果 を元 に昭和61年

度か ら平成2年 度 にかけて 日英機械翻訳 システムの

実用化 を行い ま した。 それよ り以前か ら 日本 の科学

技術情 報 を海外 に紹 介す る ため にJICST-Eフ ァ イ

ルとい う英語のデー タベ ースを提供 してい ましたが、

平成2年 夏以降、JICST-Eフ ァ イル に搭載す る英語

の標 題や抄録 を作 成す るため に、日英機械翻訳 シス

テム を大型計 算機で運 用 して きました(図1)。 こ の

システム を元 に平成5年 度 から7年 度 にかけて、 ワ

ークステー シ ョンお よびパ ソコ ン上 で動 くシステム

を開発 しま した。 ワー クステーシ ョン版 システムは

英文標題 ・抄 録作成のため に利用 している他 、 「翻

訳 ネッ トワー クサー ビス」 での翻訳処理 に使用 して

い ま す。パ ソ コ ン版 シ ス テ ム はWindows及 び

Macintoshに 対 応 した シス テム を作成 し、現 在JST

内 部 で利用 してい ます。 また、ア メリカの ワシ ン ト

ンに昨 年5月 に開設 された 日英科学技 術文献機械翻

訳 セ ンターで もMacintosh版 シ ステム を使用 してお

りア メリカ国内での 日本情報 入手 の一助 となってい

ます。

3.翻 訳 ネ ッ トワー クサー ビス

 JSTで は ワー クステー シ ョン版 シス テム を活用 し

て平成8年3月 より翻訳 ネッ トワー クサー ビスの提

供 を開始 しました。 これは インター ネ ッ トの メール

機 能を利用 した もので、利用 者が 日本語で書い たメ

ールを送る と英 語に翻訳 された返信 メー ルが返 され

て きます(図2)。

申 し込 みは無料 で、翻訳 料金は翻訳 結果(英 字)1

文 字 につ き1円 となってい ます。前 編集や後編集 の

サー ビスは行 ってい ません。

サー ビスの詳細 につ いては以下 のURLを 参 照 して

くだ さい。

http:〃www‐jmt.jst-c.gojpノ

こ のホームペー ジでは 「お試 し翻訳」 も用意 してい

ますので、実際 に どの ような翻訳結果 が返 され て く

るかホームペー ジ上で試すこ とがで きます。翻訳 ネ

MMMMpl'  JS'1'COPYRI(hlT
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図2 翻訳 ネ ッ トワークサ ー ビス
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ットワークサービスではA4用 紙1枚 程度の文章を

2～3分 で処理 しますが、実際に翻訳結果が利用者

の手元 に届 くまでにはインターネット上での転送に

かかる時間も考慮する必要があります。

4.パ ソ コン版 システム

 対 象機種 は、現状のパ ソコンの普及、発展動向 を

勘 案 してWindowsとMacintoshと し ま した。基 本

的 な翻訳の質や シス テム辞書の内容は大型計算機で

運用 していた システム と同様 と し、翻訳速度 も市販

のパ ソコン版翻訳 ソフ トウェアと同等以上であ るこ

とを開発前提 と しま した(図3)。

科 学技術用語 を中心 と した40万 語の システム辞書 と

20万 語の医学用語辞書(オ プシ ョン)を 最大の特徴

と してい ます。

Windows版 、 Macintosh版 そ れぞ れの動 作環境 は以

下 の通 りです。

Windows版

 ・Pentium搭 載 のPCIAT互 換 機

 ・メモ リ16MB以 上

 ・ハ ー ドデ ィス ク240MB以 上

 ・Windows95又 はWindows NT

Macintosh版

 ・Macintosh680×O or Power PC

 ・メモ リ16MB以 上

 ・ハー ドデ ィスク250MB以 上

 ・漢字Talk7.10r 7,5

 パ ソ コン版 は次の ような基本機能 をサポ ー トして

い ます。

1)読 み込み

 日本語 のテキス トデータを読み込み ます。読み込

図3 パ ソコン版 システム

まれ た文章 はシステムが自動的 に句点(。)を 認識 し

て1文 毎 に区切 ります。 一つのフ ァイル として読 み

込め る文 は最 大200文 で す。勿論 、翻 訳画面 上で 翻

訳 したい文 を直接 入力するこ ともで きます。

2)入 力文 の編集

 読 み込 まれた文 章を、機械翻訳 に適す る ように人

手で編集す るこ とがで きます。 カ ッ ト、 コピー、ペ

ー ス ト
、文 の挿 入 ・削 除、文 の結 合 ・分割 、検索/

変 更等の機能 があ ります。

3)翻 訳 の実行

 日本語の文 章を英語 に翻訳 します。全文 を一度 に

翻訳す る他 に、指定 した範 囲だけを翻訳す るこ とも

で きます。

4)翻 訳文 の編 集

 翻 訳 して得 られた英文の編 集を翻訳 画面上 で行 う

ことがで きます。

5)翻 訳文 の印刷

 翻 訳結果 をプリンタに出力 します 、,画面 イメー ジ

の印刷 とテキス ト形式の印刷が選択 で きます。

6)翻 訳 文の保存

 翻 訳結 果 をフロ ッピーデ ィス クやハー ドデ ィスク

等 に保存 します。

 JICST 械 翻 訳 システムの第1の 特徴 と して、語

数の豊富 なシステム辞書 を用い ることによ り、特 に

科学技 術 ・医学関連 の文献の翻訳 に優れ た結果 を得

ることがで き ます。

 またユ ーザ辞書 には名詞 、動詞、形容詞、形容動

詞 を登録す るこ とがで きます、,英語 に翻訳す る際 に

必要 な情報 を入力する必 要があ りますが 、この項 目

を最低限 に絞 って簡単に登録で きるよ うに してい ま

す。

 更 に、科学技 術文献以外 の幅広 い利用 に対応す る

ため に、例 えば、入力文の主語 がない場 合に、(a>

主語 を補 う (1,it_)、(b)受 身 文 にす る、 (c)命 令

文にする、 とい うような文体の選択(訳 し分け)を

可 能 にしま した。 これ を訳 し分け機能 と呼んでい ま

す。 「訳 し分 け条件設定」画面か ら適 した条件 を選

んで設定 す ることがで きます,,

 翻 訳 を実行 した後で は、日本語 に対応す る英語 ま

たは逆 に英語 に対応す る 日本語 を翻訳画 面 ヒで表示

させ ることがで きます(対 訳対応)。また、システム

辞書中 に他の訳語 が登録 されている場 合はその候 補
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語を表示 させて、その中から適切な訳語 を選択 して

変更することもできます(訳 語変更)。

5.お わ りに

 機 械翻訳 システムは まだ まだ改良の余地があ りま

すが、今後 ます ますその必 要性 が高 まる と考え られ

ます。JSTで は ワークステーシ ョン版 システムの運

用 を行 ってい る他 、平成7年 秋 よ りパ ソコ ン版 シス

テム をデー タベ ース作成や翻訳サ ー ビスのサポー ト

に使 用 してお り、システム辞書の拡充 を定期 的に行

う運用体制 を作 ってい ます。ユ ーザ の要望 を積 極的

に取 り入れて、更 に使いやす く、翻訳 の質が高い機

械翻訳 シス テム を開発 してい きたい と思 い ます。

イベン 餐報皆

JTF翻 訳の つ どい

 獣 日本翻訳連盟(JTF)主 催 の第4回 翻訳のつ どいが、'97年2月21日(金)、 大阪 日経 本社 で開催 された。

今回のテーマ は 「ネ ッ トワー ク時代の翻訳 ビジネス」で 、講演 、 フォーラム、交流 会の3つ のセ ッシ ョン

に約50名 が参加、翻訳 とビジネス に関する ノウハ ウとア イデ ィアの交換が行われた。

 翻 訳者宮代 紘一氏 は、 「ネ ッ トワー ク時代 の翻訳 者の ラ イフス タイル」 につい ての講演 で、 コ ンピュー

ター を活 用 しなければ翻訳 者 は世 間並 の安定 した収 入は得 られ ない と断言 し、具体的 な活用事例 を披露 さ

れた。

 フ ォーラム 「翻訳 ビジネス最前線」では、4人 の翻訳 会社経営 者が 自社 の ビジネス戦略 を披 露 し、参加

者 との討論 を行 った。4社 とも異色の企業で、個性 的で多彩 なプ レゼ ンテー シ ョンであ った。

 交 流 会は、翻訳 会社 と翻訳 者の交流 コーナー、新 人 カウ ンセ リングコーナ ー、業界情 報 コーナーの3つ

に分 かれて開催 された。交 流 コー ナー では、翻 訳者か ら 「納 品 した翻訳 に関す るフ ィー ドバ ックが ない」

とい う注 文が、翻訳会社 か らは 「依 頼 した仕事 に関 して もっ と質問 してほ しい」 とい う注 文が 出た。新 人

カウ ンセ リングコーナー には、就職 カウ ンセ リングのために女子 大の先生が 参加 され てお り、翻訳 産業の

裾野の広が りつつあ る予兆が伺われた。

                              (日本 翻訳 ジャーナル2/1997よ り)

新聞雑誌記事

機械翻訳に関する新聞、雑誌記事

 最 近 、新聞 や雑誌に機械翻訳 に関す る記事が次 々 と出 てい る。 インターネ ッ トの普 及 と多数 の翻訳 ソフ

トの出現 に よ り、機械翻訳 に対 す る関心が 高 まって きた結果 と思 われる。いずれ も、特定 の文章 を市販 の

機械翻訳 ソフ トで翻訳 して比較 した ものである。

・ 翻訳 ソフ トまだ まだ 購 入前 に自分で試 して

・ 英 日翻訳 ソフ ト14本 のホ ン トの実力

・ 翻 訳 ソフ トの英語力 を試す

・ 英 文 ホーム ・ペ ージを上手 に訳す ブラウザ翻

 訳 ソフ トは どれか

・ 低 価格 英和翻訳 ソフ トの実力 をみ る

朝 日 新 聞

月 刊 ア ス キ ー

日 経 ト レ ン デ ィ

Internet User

'96年11月22日 夕 刊

'96年7月 号

'96年12月 号 臨 時 増 刊 号

Vol.2No.12 Dec 1996

DOS V magazine  '97-2.1
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披術早わか り

人間の気づかない曖昧 さ

シャープ(株)情 報商品開発研究所 吉見毅彦

1 は じめに

 あ る一つの言語表現 に対 して二通 り以上の解釈が

可能である とき、その表現 は曖昧であ るとい われ ま

す。人間に よる翻訳 と機械翻訳 システム による翻訳

を比較 する とい う観点 か らは、曖昧 な表現 を次の二

種 類に分類 するこ とがで きます。

 (1)人 間 に とって も、機械 翻訳 シス テム にとっ

て も曖 昧な表現 。

 (2)人 間 に とっては曖昧 ではないが、機械翻訳

システムに とっては曖昧 な表現 。

 (1)に 分類 される表現 には、 「豚は食べ ない。」

とい う文な どがあるで しょう。 「豚は」が 「食べ な

い」 の主語 なのか 目的語 なのか を、 この文だけでは

人間で さえ決定 するこ とがで きない とい う曖昧 さを

含んでいるか らです、、これに対 して、 (2)に 分 類

される表現 には、 「彼 は好 き嫌いが激 しい。豚は食

べ ない。」とい う二つの文 か ら成るテキス トなどがあ

るで しょう。このテキス トでは、 「豚は食べ ない。」

の解釈を 「一つ目の文 で 「彼」 と表現 されている人

物 が豚 肉を食べ ない。」とす るこ とは人間 にとっては

容 易であるのに対 して、現在 の商用機械翻訳 システ

ムに とってはそ うではあ りませ ん。

 今 回の 「技術 早分わか り」 では、 「彼は好 き嫌い

が激 しい。 豚は食べ ない。」とい うテキス トの解釈 を

機械翻訳 システムはなぜ一意 に絞 り込む ことがで き

ないのかを、人間がこのテキス トを翻訳する ときの

振舞 い と比較 しながら説 明 します。 さらに、(2)

に 分 類 される他 の表現 の例 をい くつか挙げ ます。

2 機械翻訳 システムの現状

 この節では、現在の商用機械翻訳システムがどの

ような枠組みで翻訳処理を行なっているのか、また、

なぜそのような枠組みになっているのかを簡単に説

明します。

2.1 一 文 ごとの翻訳

現 在の商用機械翻訳 システムでは、 二つ以上の文

か ら成 るテキス トが入力 として与 えられる と、テキ

ス ト全体 を一括 して処理す るのではな く、 まず一文

切 り出 しと呼 ばれる処理 を行 ない、 この処理 に よっ

てテ キス トか ら文 を一 つづ つ取 り出 した後、各文毎

に独立 に翻訳 を行 ない ます。例 えば、 「彼 は好 き嫌

いが激 しい。豚 は食べ ない。」とい うテキス トの二つ

目の文 を翻訳す ると き、人間は一つ 目の文が存在す

るとい う前提 の下で処理 を行 ない ますが 、機械翻訳

システムは一つ 目の文 は存在 しない ものと して処理

を行 ない ます。

 一 文切 り出 しを行 なう理 由は、翻訳 に要す る時間

を短縮 す るため です,,あ るテ キス トがm個 の 文 か

ら構 成 されてお り、各文 につ いてn通 りの解釈が可

能である と します。 テキス ト全体 と して可能 な解釈

の数は、一文切 り出 しを行 なわない場 合、 一般 にn

のm乗 に比例 します。 これに対 して、一 文切 り出

しを行 ない 各文 が 独 立で あ る とみ な す と、nのm

倍 に比例 します、,例え ば、m=5、n=10の 場 合、

一文切 り出 しを行 なわない と100000通 りになるの に

対 して、行 な うと50通 りに しか な りませ ん,,こ の よ

うに、一文切 り出 しを行 なうことによって考慮すべ

き解 釈の数が減 るので 、翻訳時問 を短縮す ることが

で きます 。

2.2 浅い知識に基づ く翻訳

 翻訳を行なう際には、日本語や英語に関する言語

的な知識はいうまで もなく、翻訳対象分野に関する

専門的な知識や一般常識などの非言語的な知識 もま

た重要な役割を果たします,,し か し、現在の商用機

械翻訳システムに与えられている知識は、言語に関

する知識のごく一部に限られてお り、人間が持って

いる専門的な知識や一般常識などは与えられていま

せん。従って、機械翻訳システムは、構文的な知識

あるいは意味素や選択制限などの狭義の意味的な知

識を拠 り所として、文の解釈を ・意に絞 り込まなけ

ればなりません。

 人間が持つ専門知識や 一般常ll哉を機械翻訳システ
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ムに与えることは、現時点では、極めて難 しい問題

です。その理由として、まず、知識表現形式の設計

に関する問題が挙げられます。専門知識や常識を機

械翻訳システムに与え、翻訳の過程で有効に利用す

るためには、どのような知識をどのような形式で表

現 しておけばよいか、さらに、どの処理段階でどの

ように用いればよいかを明らかにしなければなりま

せん。 しか し、現時点では、そのような知識の定式

化が十分には行なえていません。

 もう一つの理由は、たとえ知識の表現形式が設計

されたとしても、コンピュータ上に実装する際の問

題が残されているという点にあります。商用機械翻

訳システムの辞書には、数万から数十万の見出 しが

登録されているので、各見出しに与える個々の知識

がたとえ単純なものであっても、辞書全体 としては

膨大な量となり、知識の実装には非常に多 くの労力

と長い時間を要 します。また、新たな種類の知識を

追加するとき、既に実装 されている知識 との間に矛

盾が生 じないように知識の整合性を維持することに

も注意を払わなければなりません。

3 人間の気づかない曖昧 さ

 この節では、人間にとって曖昧でない表現が、2

節で説明 したような枠組みの機械翻訳システムにと

ってはなぜ曖昧となるのかを説明します。人間によ

る解釈の曖昧さの解消も機械翻訳 システムによる曖

昧さの解消も、何らかの評価基準に従って可能な解

釈に優劣を付け、その中から最 も妥当な解釈 を選択

することによって達成 されると考えられます。ある

表現の最も妥当な解釈が一つだけ存在 し、その解釈

とそれ以外の解釈との優劣の差が大 きい場合には、

その表現は曖昧ではないとみなせ、それ以外の場合

には、曖昧であるとみなせ ます。人間には解釈の優

劣の差を付けることができるような表現に対 して、

機械翻訳 システムには優劣の差を付けることができ

ない主な原因は、次の二点にあ ります。

 (1)人 間は文脈から得られる手がか りも解釈の

評価基準 として用いることができるの対 して、機械

翻訳 システムはできない。

 (2)人 間は言語的知識だけでなく専門知識や一

般常識などの非言語的知識 も解釈の評価基準として

用いることができるのに対 して、機械翻訳システム

はできない,,

 人間と機械翻訳 システムの違いを概念図で示すと

次のようになるでしょう。

一文 一 処理対象一一→ テキス ト

 浅 い

  i
知識レベル

 1
 深い

機械翻訳

システム

人 間

3.1 一 文 ごとの処理 に起 因す る曖昧 さ

 「彼 は好 き嫌いが激 しい。豚は食べ ない。」とい う

テキス トを英語 に翻訳す ることを考 え ます。話 を簡

単 にするために、一つ 目の文 には曖昧 さは含 まれて

いない もの と します。二つ 目の文 を翻訳す る際 には、

次 に挙 げる四種 類の曖昧 さを解消 しなけれ ばな りま

せ ん。

 (1)「 豚 は」 が 「食べ ない」の主語 かあ るい は

目的語 か とい う構文 的な曖昧 さがあ ります。

 (2)日 本語 では、あ る動 詞の主語や 目的語 な ど

は、それが何 であるかが文脈 か らわか る場合 には、

明示的に表現 されないの に対 して 、英語で は、適切

な代 名詞 として表現 しなければ な りません。従 って、

"he"や"they"な どの代 名詞 の うち
、 どれ を選ぶ か を

決定 しなければな りませ ん。

 (3)「 豚 」の語 義 には、 「動物 の豚」(英語 で は

6らpig")と 「豚 肉」("pork")が あ り
、 どち らの意味 で用

い られてい るのか とい う曖昧 さがあ ります。

 (4)さ らに、 「豚」 とい う名詞に関 して次の よ

うな曖昧 さが あ ります。 日本 語では、名詞の数(単

数形か複数形か)や 定/不 定性(名 詞が特定の もの

を表 してい るのか、不特 定 の もの を表 してい るの

か)が 明示 され るこ とは希であるのに対 して、英語

で は、名詞の数や定/不 定性(名 詞に定冠 詞 を付け

るか、不定 冠詞 とす るか、あるいは何 も付け ないか)

を明確 に区別 しなければな りませ ん。

 (1)～(4)の 曖 昧 さは、独立 ではな く、次の

ように関連 してい ます。

 〔1と3〕(1)で 「豚 は」 を 「食 べ ない」の 主

語 と解釈 した場合 には、 (3)で 「動物 の豚」 とい
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う意味 で用い られてい るとみな し、 目的語 と解釈 し

た場 合には、 「豚肉」 とい う意味 で用い られてい る

とみ なす のが 自然 です。なぜ な ら、通常 、 「食べ」

るの主語 になれる語句 の語義 はく動物 〉であ り、 目

的語 になれる語句 の語義 は、〈食べ物 〉であ るか ら

です。

 〔1と2〕(1)で 「豚 は」 が 「食 べ な い」の 主

語で ある と解釈す る と、 「食べ ない」 の 目的語が表

現 されていないこ とにな り、逆 に、 「豚 は」 が 目的

語であ る と解釈す ると、主語が表現 されていない こ

とにな ります。 〔1と3〕 で説明 したの と同 じ理 由

で、 「食べ ない」の主語 と目的語の どち らが表現 さ

れてい ない と解釈す るか によって、(2)で 選 択す

べ き適切 な代 名詞の候補が異 なって きます。

 〔3と4〕(3)で 「豚」 の意 味 を 「豚 肉」 と解

釈 した場 合 に は、"pork"は 不 加 算 名詞 で す か ら、

(4)で 単 数形か複数形かの区別 を考慮す る必要 は

あ りませ ん。 これ に対 して、 「動物の豚」 と解釈 し

た場 合 には、最 終的 に"pig"を 単 数形 とす るか 複数

形 とす るか を決定 しなければ な りません。

 人 間が(1)～(4)の 曖 昧 さを(ほ とん ど)意

識せず に解消 し、解釈 を一意 に絞 り込 むことがで き

る理由は、可能 な解釈 に対 して優劣 を付 けるため の

評価基準 と して、あ る文で表現 され るべ き情報が そ

こで表現 されてい なければ、それは文脈で表現 され

てい る可能性 が高い とい う経験 則 を用いてい るか ら

だ と考 えられ ます。 この ような評価基準の下で は、

表現 され るべ き情 報 を文脈か ら復元す ることがで き

る解釈は、そ うで ない解釈 よ りもよ り妥 当であ ると

判断で きます。従 って、 「豚は食べ ない。」とい う文

で表現 されてい ない主語 または 目的語は 、一つ 目の

文に現れ る 「彼」 であろ うとい うことが まず推測で

きます。 「彼」が 「食べ ない」 の主語であ るか 目的

語 であるか を決定するのは容易です。 これで(2)

の 曖 昧 さは一意 に絞 り込 まれ ます。 「彼」 を 「食べ

ない」の主語 と解釈 したこ とによって、(1)と(3)

の曖 昧 さは、 自然 に解 消 され ます。 (3>で 「豚」

を"pork"と 翻 訳 す るこ とか ら、 (4)の 名 詞 の単 数

形/複 数形に関す る曖 昧 さは生 じません。 この よう

に、人間は、二つ 目の文 を翻訳 する とき、テ キス ト

を構 成す る二つの文の間には何 らかの関連があ ると

みな し、一つ 目の文 との整合性 に基づいて文の可能

な解 釈に優劣 を付 け、最 も妥当な解 釈 を選択 します。

この結果 、"He has strong likes and dislikes. He does not

eat pork."の よ うに翻訳 す ることがで きます。

 こ れに対 して、機械翻訳 システムは どうで しょう

か。2.1節 で 、現在の 商用機械 翻訳 システムでは

一文切 り出 しとい う処理が行 なわれるこ とを説明 し

ま した。一文切 り出 しを行 な うと、二つ 目の文 を翻

訳す るときに、一つ 目の文か ら得 られる情報 を参照

す ることがで きな くなるので 、 (1)～(4)の 曖

昧 さを解消するための手がか りが得 られ な くな りま

す。1節 で説明 した ように、 「彼は好 き嫌いが激 し

い。」とい う文が存在 しない もの とす ると、 「豚 は食

べ ない。」は人間に とって も曖 昧な文です。 この文 に

対 して可 能な翻訳 と しては、"Apig does not eat

them."や"He does not eat pork.'"They do not eat pork."

な ど、十通 り以上 の候補 を挙 げるこ とがで きます。

これ らの候補 の中か らどれが 選ばれるかは、個 々の

機械翻訳 システムに与 え られている構文的 な知識や

狭義の意味 的な知識 に依存 しますが 、これ らの知識

だけで は、"He does not cat pork."と い う翻訳が他 の

翻訳 よ りも妥 当である と判断す ることはで きません。

従 って 、人間に とって妥 当で ある翻訳が得 られる 【1∫

能性 よ り、例 えば、"He has strong likes and dislikes.

Apig does not eat it."のよ うな、人間 には思 い もよら

ないよ うな翻訳 が得 られる可能性の ほ うが 高 くな り

ます。

3.2 浅い知識に基づ く処理に起因する曖昧 さ

 言語表現の解釈は、何 らかの文脈が存在 して初め

て定まるものなので、文脈が存在 しなければ、人間

で さえ曖昧 さを感 じることがあ ります、,しか し、文

脈が存在せず、曖昧 さを解消するための手がか りが

文脈から得 られない場合で も、人間は、多 くの場合、

専門知識や一般常識など様々な知識を用いて、可能

な解釈の中から(特 別な文脈が存在 しないとい う条

件の下で〉最 も妥当な解釈を選択することがで きま

す。これに対 して、機械翻訳システムは、2.2節

で説明 したように、人間が持つ言語的知識のごく一

部 しか与えられていないので、人間から見て妥当で

ない解釈を選択することもあ ります。ここでは、特

別な文脈が存在 しない場合に、最も妥当な解釈を…

つに絞 り込むことが人間には容易であるが、機械翻

訳システムにはそうではないような語義の曖昧 さを

含む文の例と構文的な曖昧 さを含む文の例を示 しま
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す 。

 語 義 の曖昧 さの典型的 な例の一つ は、ある名詞が

普通名詞 として用 い られてい るの か、それ とも、固

有 名詞 として用 い られてい るのか とい う曖昧 さで し

ょう。極端 に言 えば、あ らゆ る普通 名詞が 固有名詞

と して も使 われ ます。例 えば、次 の例文1に 現 れる

「両 国」とい う名詞は、普通名詞 と しての語義("both

countries")で 用 い られてい ます が、例文2に 現 れ る

「両国」は、固有 名詞の語 義("Ryogoku")で 用 い ら

れてい ます。

 (例文1)日 本 とイギ リス両国 の首相が 共に記者

会見に臨んだ。

 (例文2)大 相 撲初場所 は12日 から両国 の国技館

で始 まる。

 「両 国」 が どち らの語義で用い られ てい るか を人

間が判 断で きるのは、判断の根拠 となるキーワー ド

を発 見す るこ とがで き、 さらに、その キーワー ドと

「両国」 との構 文的な関係 な どを解析で きるか らだ

と考 え られ ます。例文1で 「両 国」 の語義 を"both

countries"と 解 釈 す る根 拠 となった キ ー ワー ドは、

「日本」 や 「イギ リス」、「首相」 であ り、例文2で

「両国」 の語義 を"Ryogoku"と 解 釈 す る根拠 となっ

たキー ワー ドは、 「大相撲初場所」や 「国技館」で

しょう。 「両 国」 の語義 を最終的 に決定す るため に

は、キーワー ドを発 見す るだけで はな く、 「両国」

とキー ワー ドの構文 的な関係 などを解析 しなければ

な りませ ん。 なぜ な らば、 「両国」 と 「大相撲初場

所」 や 「国技館」が 共に一つ の文 に現 れて いて も、

「両国」 の語義 を普通名詞 と解釈 しなけれ ばならな

い場 合 もあ り、キーワー ドの発見 だけで は、語義の

曖 昧 さの解消 の確 かな手がか りとはな らない ことも

あ りえるか らです。 この ような処理 を機械翻訳 シス

テムで行 な うためには、どの ような知識 をどの よう

に表現 してお き、その知識 をどの処理段階で どの よ

うに用 いればよいのかは、現時点では明 らかではあ

りませ ん。今後 の研究課題の一つです。

 次 に、構文的 な曖昧 さの例 を示 します。

 (例文3)警 官 が、人質 にピス トル を突 き付けな

が ら、逃 げる指名手配犯 を追跡す る。

 (例 文4)警 官 が、捜査本部に応援 を要請 しなが

ら、逃 げる指名 手配犯 を追跡する。

 例 文3で は、構文的 には、 「人質 にピス トル を突

き付 けなが ら」の主語は 「指名手配犯」である とい

う解釈 と、 「警官」であるいう解釈が可能です。 し

か し、特別な文脈が存在しないという条件の下では、

一般常識から判断して、人間にとっては、前者と後

者の優劣の差は十分大きく、後者は極めて不自然な

解釈 となります。同様に、例文4で は、 「捜査本部

に応援を要請しながら」の主語は 「指名手配犯」で

あるという解釈は、人間にとっては極めて妥当性の

低い解釈 とな ります。人間と同 じように、機械翻訳

システムが二つの解釈の間に優劣の差を付けること

ができるようにすることは、原理的には、意味素 と

選択制限を用いる現在の機械翻訳 システムの枠組み

で可能かもしれません。しかしながら、実現するた

めには、意味素や選択制限を十分詳細に記述する必

要があり、このような精密な記述を、一貫性や一般

性を失わずに、辞書に登録されている数万から数十

万の見出しについて行なうことは、実際問題として

は難 しいでしょう。

4 おわりに

 解釈の曖昧さを解消 し、人間にとって最も妥当な

解釈を選択することができれば、機械翻訳システム

による翻訳は、人間による翻訳に大 きく一歩近づ く

に違いありません。このような品質の高い翻訳を出

力することができる機械翻訳システムを実現するた

めに解決しなければならない課題は数多 く残されて

いますが、大学や企業において研究への積極的な取

り組みが行なわれています。

 近年、コーパスや人間用の辞書などの多くの言語

資源が電子化されるようになるにつれ、翻訳に役立

つ知識を言語資源から自動的に獲得するための研究

が注目されてきています。知識の獲得が自動化され

れば、様々な知識を、一貫性と一般性を保ちつつ機

械翻訳システムに与えることが容易になり、質の高

い機械翻訳システムが実現できるでしょう。また、

ハー ドウェアの進歩や処理アルゴリズムの高速化に

よって、様々な知識を用いた複雑な処理やテキス ト

を一括 して扱 う処理が効率良 く行なえるようになっ

てきています。このように、様々な知識を用いて文

脈処理を行なえる機械翻訳システムが研究 レベルで

はい くつか存在 しますので、将来、商用システムと

して実用化されることが期待されます。
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紐究機関紹嚢

(株)エ イ・ティ・アール音声翻訳通信研究所 第三研究室

第三研究室 室長 飯田 仁

1.ATR音 声翻訳通信研究所の概要

 (株)エ イ ・テ ィ・アール音声翻訳通信研究所は

基盤技術研究促進センターから出資を受けて93年3

月末に研究活動を開始しました。7年 間の期限付き

で、自然音声を対象とする多言語の音声翻訳通信技

術の基礎研究に取 り組んでいます。研究の目的は、

音声認識、言語翻訳、音声合成等の要素技術 とその

統合化技術を確立 し、異なる言語間のグローバルコ

ミュニケーションの実現に資することにあります。

研究対象とする自然な話 し言葉は、発声のくずれ、

韻律情報による意図の表現、文法の枠にとらわれな

い日常的表現、状況に依存 した省略や断片的な表現

などを含むため、これを認識 し、相手方の言葉に翻

訳 して、そ して自然性の高い合成音声を出力するた

めには高度な音声言語処理技術が必要となります。

このため、 (1)自 然音声認識、 (2)発 話韻律処

理、 (3)協 調融合翻訳、 (4)音 声言語統合処理

の4つ のサブテーマを設定 し、研究所を構成する第
一から第四の研究室がこれらの研究テーマを担当 し

ています。さらに、各研究室が一体となったシステ

ム統合化グループが音声翻訳システムとしての取 り

まとめを行い、統合化の方式の検討や、予備実験を

行っています。また、音声翻訳 に関する国際コンソ
ーシアム 「C-STARH」 の中核メンバーとして、99

年の秋に予定 している日韓英独を中心とする国際共

同実験のデモの準備を各研究室のメンバーで構成す

る検討グループが進めています。

 このコーナーでは、協調融合翻訳 というサブテー

マの下、自然音声の多言語翻訳 を中心に研究 してい

る第三研究室の研究活動を紹介致 します。

2。 協調融合翻訳の概要とアプローチ

 自然な話 し言葉の特徴である多様で豊富な言い回

しや文法的に不備な表現を取 り扱 う点で、用例主導

翻訳手法の効果が大 きいことを幾つかの比較実験を

通 し示 してきました。たとえば、

 ・日本語における助詞が陽に示されない発話の解

  釈 と翻訳

 ・接続助詞や格助 詞な どで中止する表現の解釈 と

  翻 訳

 ・語 の意味的結合 の制約 をゆるめるこ とに より可

  能 とな る比喩的 な表現の翻訳

 ・英語 におけ る前置詞句修飾先の最適解釈 と翻訳

な どの実験 を挙 げ ることがで きます。

 複 雑 な句 や複文な どに対す る翻訳 を行 うため には、

句 や文 を構成す る語 の依存関係 をボ トムアップに解

析 しつ つ、同時 に対訳用例 を適用 しなが ら、最 も好

ま しい用例 を選択 す るメカニ ズムが望 まれ ます。そ

の ような機構 を、"constituent boundary parsing"と 呼

ぶ解析手法 で実現 しま した。 その翻訳 機構 は、用例

と規則 とい う両端 に位置する情 報を統 合的に取 り扱

うと共 に、両者 を共通の枠組 みで取 り扱 うことがで

きる融合方式 になってい ます。 これに より、プ ロジ

ェク ト当初 よ りもくろんでいた翻訳 方式 、つ まり文

法 に基づ く言語解析 手法 と、対訳用例 を活 用す る用

例主導翻訳手法 とを協 調融 合 して い くとい う翻訳問

題解決手法の骨格 を作 ることがで き ました。

 さ らに、 この メカニズムを核 と して 、翻訳の ため

の知識 であ る表現例 の言語パ タンや対訳例 などを翻

訳 の言語対 ごとに用意す ることによ り、多言語翻訳

のプ ロ トタイプシステムを実現 しま した、,実際 に作

成 した シス テム は、 日英 双方向、 日韓双方向 、なら

びに 日独 方向の"chat translatioバと して位置付け られ

る ものですが、4か 国語の合成音声 を出力 します。

旅 行 ア レ ンジ全般 に渡 る各種 サー ビス窓 口 と旅行

(計画)客 との間の対話が対象 とな ります。 自由入

力 に よる訳 文評価 も行い、協調融 合翻訳 方式の能力

や問題 点の分析 を進め なが ら、能力拡 充 を図ってい

ます。評価結果 などについては後 述致 します。

3.用 例翻訳のための基本技術とその応用

3.1 意味的類似性

 用例翻訳の中心となる技術は同じn語 間での表現

の類似性を計算する用例検索であります,、その一つ
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の手法として、単語間の意味的な類似度の計算があ

ります。その類似性を保証する物差 しとなるのがシ

ソーラスであ り、階層構造の違いなどから角川類語

辞典やEDR概 念辞書を使 った実験 をいろいろと試

みています。階層構造が平衡 していないシソーラス

による一般的な類似度を提案 し、翻訳や情報検索な

どの具体的な応用の観点から有効性 を確認 していま

す。

また、相互情報量を使 った単語 クラスタリング法の

改良などを行 なって、シソーラスを自動的に作成 し

て、単語間の類似度計算の精度向上を検討 していま

す。

3.2 構文的類似性

 文や構文を含めた大きな単位での類似性も重要な

研究テーマの一つであ り、このような類似性 を表す

指標の一つとして編集距離に基づ く類似度について

検討しています。二つのデータを一致させるために

必要な最小編集操作コス トとして定義する編集距離

を使 って、類似度を高速に計算する手法と、言語処

理に利用する手法との研究を進めています。後者に

関 しては、入力文に類似 した文を構文木付 きコーパ

スから検索 し、得られた文の構文木から入力文に対

する構文木を類推する手法を提案し、既存のコーパ

スを用いた実験で効果 を確認しています。今後、部

分構造問の類似性の導入や意味的類似性 を用いた解

析技術との融合についてさらに研究 を進めていく予

定であります,,

3.3 並 列 自然 言語処理

 用 例翻訳 では、翻訳時 間の大部分 を用例検索 が占

め、残 りの多 くは構文 的な曖昧性 に起 因する解析 の

時間であるこ とが分かってい ます。 そこで、連想 メ

モ リを利用 したデー タの照 合や書換 えを並列 に処理

する試み や、SIMD計 算 機用 の アルゴ リズム を開発

し、10万 件 の用例 からの検索で1ミ リ秒以下 の処理

時間(20,000MIPSの 逐 次計 算機 相当)を 実 現 し、

大規模 な用例 に対す るスケーラビリテ ィを確認 して

い ます。

また、MIMD計 算 機 上 で、協 調融 合 翻訳 の解 析 の

ベ ースで あるチャー ト法の並列処理実験 を進めてい

ます。

 今 後 は、確率文法や構文的類似度 を使 った解析 、

ならびに対話構造などを使った省略補完、訳語選択、

多義解消などの文脈処理、並列処理技術を活用 し、

音声認識の曖昧な出力を効率的に取 り扱える手法の

研究も進めてい く予定です。

3.4 情報検索

 電子図書館が提供する膨大なテキス トなどから情

報をうまく検索する技術の必要性は高いので、用例

検索を情報検索へ応用する試み も進めています。例

えば、格助詞を含む表現パタン 「XがY」 の具体例

「政府が提案する」を入力すると、 「運輸省が ・・

・提唱する」などの類似 した表現を含む記事が検索

できます。

 また、コーパスの自動分類の必要性からテキス ト

検索の試みも進めています。

4.協 調融合翻訳の現状

 日英 ・日韓双方向翻訳においては、自由入力によ

る各種の翻訳実験ができる体制ができています。平

均約0.5秒 で最適翻訳結果を自動的に一意に示す こ

とができます。各言語に対 して、システムにとって

初見の約70か ら80の対話、1,200-1,300文 ずつを対

象に、ネイティブ11人 による評価を行いました。こ

の評価作業には多 くの時間を要 しますが、改訂版に

ついても評価作業を続けています。 日英翻訳では約

70%の 自動翻訳率を示すものもあ り、また日韓翻訳

では、学習用の収録データが少ないにも拘わらず、

日英より10%以 上良い翻訳結果を得ています。併せ

て、文法上正 しくない表現に対 しても最適 と判断す

る翻訳結果が得 られますので、その場合韓国語 とし

ては文法的に正 しくない表現であって も意味的には

内容が分かる翻訳結果を出力することができます。

 翻訳の対象となっている旅行ア レンジの対話には、

外国人が学ぶ 日本語会話の初級および中級程度まで

をカバーする表現や言い回しが含まれます。また、

JEIDAの 翻訳評価文や ビジネスレターな どを対象

とする評価実験 も行い、話 し言葉のみならず書き言

葉に対 して も良好な翻訳結果が得 られています。

 対訳用例などの学習用に使 う対話を収録するに当

たっては、日常的な問合せや依頼、情報提示などの

表現が豊富に得られる旅行アレンジ対話に的を絞 り、

通訳者を介 した対話場面の設定や、収録方法を定め

ています。それにより、当面必要になると考えられ
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る約80万 語の 品詞 タグ付 き 日英バ イ リンガル対話 を

既 に収録 ・加工 してい ます。

5.音 声翻訳への適用

 不特定話者で、かつ連続音声を対象とする音声認

識結果は、キーボー ドからの入力 ミスや、類似する

音のつなが りから連想できる程度の単語列の誤 りな

どとは大きく異なる結果を生 じる場合が多々ありま

す。そのような不完全な文や句を翻訳するために、

つぎのような2段 構えのアプローチを追究 していま

す。

5.1 認識結果を修正する処理

 話者特有の音響的な誤 り特性を学習 しておき,こ

の誤 り特性 を用いて認識結果に含まれない正解音素

または語彙を探索する機構を検討 しています。

 すでに、認識誤 り特性の学習および認識結果から

正解音素系列の探索を行う一つの機構を提案 し、具

体化 してきました。さらに、誤 り特性が誤 り部分の

前後の状況に依存 していることを明らかにすること

ができたので、音素単位の音響モデル(音素HMM>

を形成する 「状態」の系列として誤 り特性を捉える

ことにより、正解音素の探索性能向上を確認 してい

ます。

5,2 音声認識誤 り文から了解できる部分を積極

的に翻訳する処理

 協調融合翻訳の機構では、文が完結 しなくとも、

単語列の入力にしたがって句 レベルの用例の適用が

漸次進めるため、部分構造に対する訳が常に作られ

ます。そのため、語句の依存関係を用例に基づいて

解析することで、認識結果文中の正解部分を特定 し

その部分のみ抽出することが可能となります。

 すでに、正解部分の特定に、認識結果 と用例との

間の意味的距離、及び依存関係がカバーする範囲の

語句の長 さを利用することで、正解部分の特定が高

性能で行なわれることを確認 してい ます。そして、

この特定法を音声翻訳システムに導入し、特定 され

た正解部分のみを翻訳することで、従来の誤 り文に

対する音声翻訳性能を大幅に向上で きることが分か

っ て き ま し た 。

6.詳 細情報をもつコーパス構築と統計的な自然言

語処理技術

 自然言語処理で利用する用例、規則、辞書など様々

な知識を自動的に構築したり、人手により作成 され

た知識の妥当性や有効性 を検証 した りするために品

詞情報や構文情報を付与 したコーパスは大変有効な

資源であ ります。

6.1 コ ー パスの作成支援 ツール

 品 詞情報 に意味 的なカテゴ リを含めた詳細 な体 系

に基づ く文法 を用 いて、品詞情 報、構 文情 報を付 与

した コーパ スの作成支援 ッールを作 成 し、その ツー

ルを用いて コーパ スを構築 してい ます。 英語 の コー

パ スについて は、約3000の 品詞 タグか らなる文法 に

よる品詞情報 と構文情 報 とを、人手 に よる最終判 断

を しなが ら、100万 語 の コーパ スを構築 しました。

日本語の コーパ スにつ いては、現在付与 すべ き品詞

情報 などの適切性 を具体 的にデー タを作 成 しなが ら

検討 してい ます。

6.2 統 計 的 自然言語処理

 N-Gramに よる語の連鎖に関す る統 計的特徴 の関

係だ けで な く、 「文頭 や文末の表現」や 「単語の綴」

などの 多様 な特徴 を 「語法 の特徴」 として利 用 して

い ます。 コーパスか らそれらの統計 を取 り、品詞情

報の付与や構文構造 の決定 に利用す るよ うに してい

ます。

 さ らに、 「語法 の特徴」 の一般的 な特性 を捉 えた

うえで、新聞 の社 会面 や旅行 会話 などの異なる分野

にお ける言葉 の使 われ方の偏 りを明 かに してい きた

い と考 えてい ます。 そ して、この偏 り方に基づ いて

特定分野の デー タを参照 しなが ら、分野 に応 じて統

計的 な情報 を調節 するこ とを考 えてい ます。 具体 的

には、決定木 といわれる学 習手法 を使 って、 「話法

の特徴」 を利用 して、これ まで に品詞情 報の付与 や

構文情報 の付与 を行 な うツールを構 築 して きま した。

それ を使 って、コーパスの作成 を現 在行 ってい ます。
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留学盤纈醸

留学生から見た日本語

東京工業大学情報理工学研究科 テ ィモシー ・ボール ドウ ィン

 私は現在東京工業大学で修士の1年 生として、日

本語における連体修飾を研究 している。ここでは、

今までの日本語学習の長い道の りでの感想や直観に

ついて述べたいと思う。

 日本語で も英語でも、1つ の単語から様々な意味

を生成することが可能である。英語では動詞と前置

詞の組み合わせによって複数の格フレームが生成さ

れ、日本語の場合は動詞と格助詞の組み合わせによ

って複数の格フレームが生成される。 しか し、日本

語の格助詞と英語の前置詞は、ゼロ代名詞や省略に

おいて顕著に異なる。日本語では、い くつかの格要

素が省略されても動詞の意味が分かる。 「上げる」

を述語とする以下の例文を考えてみよう。

を省略す る とどうなるか見てみ よう。

(lb)子 供 を 上 げ た 。

   (1)lifted my children.

(2b)論 文 を 上 げ る 。

   (1)will finish the paper.

(3b) 値 段 を 上 げ た 。

   (1) raised the price.

例文:(2)と(2b)、(3)と(3b)の 「上 げる」

の意味はそ れぞ れ一致す るが 、例 文(1b)と(1)

の 「上げ る」 は異 なった意味 になって しまう。 これ

は例文(2)(3)の 「に格」 が任 意要素で あるのに

対 して、例文(1)で は必須 要素であ るためで ある。

(1)子 供 を 大 学 に 上 げ た 。

  Isaw my children through university.

(2)論 文 を 明 日 ま で に 上 げ る 。

  1will finish the paper by tomorrow.

(3)値 段 を120円 に 上 げ た 。

  1raised the price to 120yen.

 例 文(1)～(3)の 「上 げる」 は全て異 なる意

味 を持つが、いずれ も 「を」「に」 格 を格要素 として

持つ。以上の例文か ら 「を格」 を省略 した もの を以

下に示す。但 し,英 語訳 の括弧 で囲 まれた内容 は 日

本語 で省略 された格要素の こ とを示す。

(1a)大 学 に 上 げ た 。

  (1)saw (them)through university.

(2a)明 日 ま で に 上 げ る 。

  (1)will finish (it)by tomorrow.

(3a)120円 に 上 げ た 。

  (1) raised (the price) to 120yen.

い ず れ の 例 文 も 「に 格 」 しか 埋 ま っ て い な い に も関

わ ら ず 、 「上 げ る 」 の 意 味 は も と と 同 じで あ る 。

 次 に 、 も と の 例 文 か ら 「を 格 」 で は な く 「に 格 」

 一方、英語の場合はどうなるか考察 してみよう。

多 くの前置詞句が任意なので、上記の例文(1)～

(3)の 英語訳から下線部の前置詞句 を削除すると

どうなるかを試 してみよう。例文(2)と(3)な

ら前置詞句を削除 してももとの意味が保たれるが、

例文(1)で は前置詞が削除 されることで動詞の意

味が変わって しまう。大事なことは例文(1)と そ

の英語訳で同 じような言語現象が見 られることでは

なく、主語や目的語以外の要素で、しかも非慣用的

な用法でも意味を絞 り込めるとい うことである。英

語の中ではこのような前置詞句を補語 として分類 し、

日本語だと 「意味的に」必須な格要素(「意味的必須

格」 と呼ぶ)と して扱うる。

 しか し、注 目すべ きところはいわゆ る必須格(「を

格」)の存在 よりも、任 意格(「に格」)の存在 に よって

意味が限定 される用 法である。英語で いう と以 下の

よ うな例文 がある。

(4)Iserved him for 3 years.

 「3年 間 彼 に 尽 く し た 。」

(5)1served him with tea.
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「彼 に紅 茶を出 してあげた。」

例文(1)と 違 って,例 文(4)(5)の 前 置 詞句`for

3years'と'with tea'が 、'I served him'の 意 味 をさら

に限定す るのであって、変容 するのではない。例文

(2)と 違 う点 は、英語 の文法 に よって補語が表層

的 に出現 しな くてはな らぬ こ とで、英語 の場合は付

加語が補語 に よって決め られた意味 しか限定で きな

いのに対 して、 日本語 の場 合は必須 格が省 略 されて

も、任意格 が文全体 の意味 を限定 で きる。すなわち、

英語 は補語 が格 フレームを決定 した上 で付 加語が限

定す るが、 日本語 は 「意味 的必須 格」 が格 フレーム

を決定 して、その他 の格 要素が限定 する.し か も日

本語 の場 合に、 「意味的必須 格」 以外 の格要素は、

文法機 能ではな く、格 フ レームのデ フォル ト要素 と

の類似性 に よって、全体 の意味 を限定 す る度合が決

まる。 従って以上の例文(2)と(3)が 極 めて 自

然 な用 法 となる。

 さ らに日本語 について関心 を持 ったのが 、他動詞

と自動詞の相応性である。特 に、その意味的関係 に

興味 を持 った。 ひとつは っき りと記憶 に残 って いる

のは、 「換 気扇 を回す」 とい う表現 を初め て読 んだ

時の ことであ る。 この言葉 を英語 に訳す とす ると、

'turn on the exhaust fan'の よ うになって換気扇 の動作

を直接表 さない表現 になるが 、このせ いか、目的語

になる物体 自体 を ぐる ぐる回す イメージ しかなかっ

た。考 えてみ て も、実際 に 「回す」作業 を実行 して

い るの は回 した本 人よ りむ しろ電流で あろ う。但 し

「回る」と参照す る と、 「回 るように させ る」や 「回

る潜在 的な力 を放つ」 とい う解釈 がで きて、別に例

外 的な表現 でない。 同 じ用法 と して、 「友 達 を部屋

に入れる」、「風 を通す」、「トイ レを流 す」 な どがあ

って、いず れ も間接 的な動作 を一 見直接 的な言葉で

表す。 だが 「友達 が部屋 に入る ように させ る」、「風

が通 るよ うに させる」、「トイレ(の 水)が 流れる よ

うに させ る」 と書 き直す こ とに よって、留 学生 と し

てご く普通 な表現 として解釈 で きる ようにな った。

そこで、 「他動詞」と 「自動詞」の漢字を見て自

覚 した ことに、 日本語 の動 詞分類 が英語 の と根本的

に違 うということであった。英 語だ と動詞の ことを

'transitive'や'intransitive'と呼 ぶが
、動 作 を行 な うこ

とで何かが移 されるか否かを表 す。 「殴 る」 だ と殴

る勢いが移 される し、 「伝 える」 だ と伝 言な どが渡

ることになるが 、 「立 つ」 や 「落ちる」 だ と何の移

行 も起 こら ない。 さ らに、'intransitive'の 形 態 素 構

造が 「非 一transitive」 か らなってい るこ とよ り、あ

たか も`transitive'の方 が根 源の ようであ る。 ところ

が、 日本語だ と 「自動詞」が 自 らに起 こるこ とを表

し、 「他 動詞」が他 にお よぶ動作 な どを表す が、漢

字 か らい って もこの二つの概念が英語 よ りも独 立 し

ている気がす る。 さらに、 しか しこのよ うな現 象に

もかか らわず、 「他動詞」 と 「自動詞」 が密接 な関

係 にある と安心 してい たところ、 「預 ける」 と 「預

る」 に出会 った。一見 、片方が他動詞で 、 もう片 方

が 自動詞であ るよ うに見 えるが 、いず れ も目的語 を

とるか ら両方が他動詞 だ とい うこ とが分 かる。 しか

も、いずれ も同 じよ うな場面 で使 われ、同様 な 目的

語 をとるので 、類似語 として しか思 えなかった。周

知の通 り、 「預 ける」側 がモ ノを渡 し、 「預 る」 側

が受 けとるこ とになるので、意味が異 なる。例 文で

い うと以下の よ うになる。

(6)「 ボ ー イ が 荷 物 を 預 か っ て く れ た 。」

 'The porter looked after our luggage.'

(7)「 荷 物 を ボ ー イ に 預 け た 。」

 'We left our luggage with the porter.'

すなわち、 「共感」動詞ペ アの ようにな っていて、

「預 けて くれ る」 ことと 「預 る」 ことが一致す るた

め、他動 詞 と同意味の 自動詞の ような存在 になる。

だが、 日本語教育の教科書の中で も 「預 る」の こと

を自動詞 と記載す るほど広 く誤解 されてい るようで

ある。

 以 上、 日本語の ほんの一部 を対象 と した自分 な り

の 日本語観であ った。 この内容か ら、私の 日本語 知

識が不足 してい るこ とも明 らかであ ろ うが 、この先

も多言語の 日本語 で色 々 と教 わってい きたいと思 う。
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学会報告

電子情報通信学会 言語理解 とコ ミュニ ケーシ ョン研究会(略 称NLC)

      最近の研究発表内容の簡単なご紹介
                  NLC研 究会幹事 杉村領一(松 下電器産業株式会社)

電子情 報通信学会 「言語理解 とコミュニケーシ ョン

研 究会」 は、年5回 の研 究会開催 、チュー トリアル

開催、合宿形式の シンポ ジウムな どを中心 とした、

会員の活発 な研 究交流の場 となってい ます。

こ こでは、昨年9月 に開催 されたチュー トリアル と

10月 に開催 された研 究会の発表内容25件 の中 から、

い くつかの内容 を簡単に紹介 いた します。

 まず 、9月 に開催 されたチュー トリアル は、 「自

然言語処理 における コーパスの利用」 と題 して、東

京工業大学 の徳 永健伸先生 、奈良先端科学技術大学

院大学 の松本裕 治先生 、弁護士の吉田正夫先生 に、

大量の文例 をベ ースに学習 など種 々の言語 処理 を行

う最先端の技術 や、文例 を収集するにあたって研 究

者 と して知 ってお くべ き著作権上の課 題について、

それぞれ講義 をお こなっていただ きました。

 徳 永先生 か らは、 「RWCテ キ ス トデ ー タベ ース

について」 と題 して、新情報処理開発機構(RWCP;

Rcal World Computing Partnership)で 進 め られてい

る実世界に関す るデー タの収 集 と利用 を目的 と した

テキス ト、音声、画像、マルチモ ーダルの4種 の デ

ー タベース作成 について
、紹 介 してい ただ きま した。

また、これ らに関するい くつ かの研究 テーマ につい

て 、深 く掘 り下げた議論 を しま した。

 松 本先生 か らは、 「コーパ スに基づ く自然言語処

理」 と題 し、自然言語処理研究者が利用可能な 日本

語 デー タや 、これらを用いた研 究活動の鳥鰍 図 を示

して頂いた上で 、学習 に関する先生の最近の研 究内

容 について、初心者 にも分か りやすい講義 を してい

ただ きま した。

 また、吉田先生 には著作権上の一般事項 の講義 と、

チュー トリアル参加者か ら予 め寄せ られた質問事項

について、 どの ように考え、 また、行動すべ きか分

か りやす く説明を していただきま した。会場か らも

素朴 な質問が 数多 く寄せ られ、著作権 について参加

者は深 く学ぶ こ とがで きたので はないか と思い ます。

 次 に、10月 の 研 究会 はNLC単 独 で開催 され7件

の発 表が あ りま した,,発 表内容は、機械翻訳 関係 が

2件 、 日本語文や英語文 などの文法 的な構造 を解析

する手法(構 文解析)に 関す る発表が3件 、機械 と

人間 との対話に関する もの1件 、言葉同士 の連想 関

係 を扱 った ものが1件 とな ってい ます。

 機 械翻訳 関連 の発表 としては、 日英翻訳 において、

動詞 と名詞の意味 的な共起 関係 を機械の支援 を得 な

が ら収集す る方法 につ い ての報告 がNlrrコ ミュニ

ケーシ ョン科学研究所 の白井諭 氏 らか らあ りました。

報告で は、例 えば「彼女 は さっ と野菜の水 を切 った」

とい う文 に対 して 「She shook the water off[he

vegetables。」を訳 出す る際 に、 「さっ と…切 った」

と 「Shook…off」 を 対応 させ 、登録す る方法 を扱 っ

てい ます。そ して 、これらの関係 を如何 に効 率良 く

作成、利用す るか について 、実際の作成経験 に基い

た報告が なされてい ます。

 構 文解析 については、 まず 「文中 のある特定 の句

は、修飾句に よって十分 に意味が限定 された場 合、

それ以 上修飾句 が係る確立は少 な くなる」 とい う仮

説 に基 き、文解析 を確率を用いて行 う方法が 、九州

大学 の田上敦士氏 らに よって発表 され ま した。文 を

解析す るためあ らか じめ用 意 した文法規則 を、確率

によって順位付 け して用 いる方法を確 率文法 と呼 ん

でい ます。 この手法 は長 い歴 史を持 ちますが、近年

そのモ デルの扱 い易 さや学習 に対 する柔軟性 か ら、

注 目を集め てい ます。

 機 械 と人間の対話 に関す る もの と しては、対 話参

加者同士が非同期 に発話 を行 うシステム構成 につい

て、NTT基 礎 研究 所 の堂坂浩 二氏 に よる発 表 が あ

りました。従来一文一文が完全 な形で 入出力 される

こ とを前提 と して多 くの対話研 究が行われ てきてい

るのに対 して、実際の人間同士の対話の ように互い

に相手 の発話 中に割 り込 むこ とを想定 した シス テム

の作 り方が 考案 されてお り、実際 のデモな ども通 じ

て報告が あ りました。

 以 上の よ うに研究会 、チュー トリアル等 の活 動を

通 じ、幅広 い くかつ深い研究者の交流 と研究活動 の

進展 に役立て るよう努力 を してい ます。
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学会報告

脳 と用語 シンポジュウム

 1996年12月12日 、 日本学術 会議 、情 報処理学 会、

情 報知識学 会お よび専 門用語研究 会の主催 による、

「脳 と用語 シ ンポジュ ウム」 が 日本学 術会議 講堂に

お いて開かれた。

 招 待講演 の一つ として、当協 会の前 会長長尾真氏

(京大教授)が 「言葉 のネ ッ トワー ク」 とい うテー

マで講演 された。

 それ ぞれの単語の意味 は、他 の単語 の意味 との関

係で全体的 に決 まってい くもの と見 るこ とがで きる。

これらの総体が言葉 の意味 を構成 しているわけで、

壮大 な言葉の ネ ッ トワークをな してい るといえる。

 この ネ ッ トワークを構成 してい る基本的 な要素 と

して は、同義語関係 、上位 ・下位関係 、原 因 ・結果

関係、行為 ・対象関係等い ろいろ考 えられ る。 人間

は これ らを考慮 して文 を理解 し文 を作 ってい る。 自

然言語処理 にお いて もこの ような人間 の言語処理能

力 に迫 る必要が ある。

 しか し、言葉の諸関係 をすべて記述 した辞書 はま

だ存 在 しない。最 近 よ うや くIPAL辞 書 やEDR辞

書 の ように機械処理用の電子化辞書が作 られてい る

が、 さらに充実 してい くことが必要で ある。

 この ような言葉の ネ ッ トワークを作 るには、次の

ようなステ ップが必要であ ろう。

 ・大規模 テキ ス トコーパ スの作成

 ・大規模 テキ ス トの 自動構文解析、意味解析結果

  の 蓄積

 ・語相互間の関係性の抽出

これ を行 うに最 も大切 なことは、人手 によって作 ら

れた種 々の辞書 を上手 に統合 して活用す ることで、

しか も自動的 に行 う工夫 をす ることであ ろう。 クラ

ス タリング手法の活用 も必要であ ろう。 また、専門

用語の組織化が必要であ る。適切 なテ キス トの選定、

それに基づ く用語の木の作成、用語の内容説明等の

ステ ップを踏んで行 うのが よかろ う。

 機 械翻訳 に関 しては、この他 に ド記2つ の.・般 講

演で も言及 されていた。

(1)「 情 報流通 と分類 表の役割 およびその体系」

         図書 館情報大学 石 川徹 也氏

   国 際 間 の情報流通 における問題点 の一つ とし

  て 、EUの 多 言語 問題がある、, EU15力 国 で使用

  され る言 語 は45種 ある。EU会 議 の公用 語は 英、

  仏 、独の3力 国語であ るが 、公文書 は最 多45言

  語 に 翻訳 しなけれ ばならない。現在翻訳経費の

  削 減、正確性 、即時化のため に6言 語対応の機

  械 翻訳 システ ム(SYSTLAN)が 利 用 され てい

  る が、そ れで もなお 、1,100人 の 翻訳 者が 存在

  す る。

   また 、現在 インター ネッ トはほ とん ど英語記

  述 であるが、民族の アイデ ンテ ィテ ィが崩壊す

  る危 機があ るとい う議論が起 こっている、,

   した が って、国際間情 報流通の要件 と して、

  下 記の ことが 誘える、,

  ① 情 報 記述は各国の公用語で発信 して よい,,

  ② 多言語対 応情 報検索 システムが必 要である,、

  ③ 多言語 対応機械翻訳 システムが必要である、、

(2)「TKE'96に い た る最近の ター ミノロジー研 究」

       IRIS情 報 学研 究所 仲 本秀四f!1～氏

  機 械 翻訳 に関 して下記の ように述べ られた,,

  TKE'87に お いて、 ECが 開 発中の機械 翻訳に

  つ い て の 特 別 セ ッ シ ョ ン が 設 け ら れ、

  EUROTRA(機 械 翻訳 システム)プ ロ ジェ ク ト、

  SYSTLANお よ びSYSLING(EC 9公 式 語 の 翻

  訳 サ ー ビス)の 報告が出席者の関心 をひいた、,

  TKE'96後 の ヨー ロ ッパ機械翻 訳協 会での ワ

  ー クシ ョップで、Dorothy Senerが 「20年 前研

  究 段 階 であった機械翻訳は、今や実施 への関心

  を ひ く状況 になった」 と発言 した,,
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羅ベン 膜報岱

CICC多 言 語 機 械 翻訳 シス テ ム フ ォロ ー ア ッ プ事業

(財)国 際情報化協力センター(CICC)国 際情報化研究所 部長代理 川島 允

 財団法人国際情報化協力センター(CICC)で は

1987年 度から1994年 度までの8年 間にわたり中国、

インドネシア、マ レーシア、タイの海外4力 国と中

間言語方式による多言語機械翻訳 システムの研究協

力を通商産業省の委託事業 として実施 した。1995、

96年度の2年 間はそのフォローアップ事業として、

研究に参加 した各国において辞書、文法の改良 ・追

加、機械翻訳システム実用化に向けた追加研究を独

自に実施出来るよう支援するための必要な技術指導

を行った。フォローアップの実施機関 としてCICC

内に 「機械翻訳フォローアップ推進委員会」 を設置

し、東京工業大学の田中穂積教授を委員長に迎え、

日本及び海外4ヶ 国の研究者を委員として活動を行

ってきた。

主な活動は機械翻訳プロジェクトの成果の普及に

関する意見交換、中間言語仕様の改良、辞書の概念

体系の検討等である。

 1996年 度は各国の研究者をCICCに 招聰 し、多言

語機械翻訳システムの翻訳精度の向上 をはかるため、

基本動詞を中心としてケースフレームの検討や電子

化辞書における概念体系等について、活発な討議 を

行 う機会を2回 設けた。

 また、各国研究者から本システムを応用 した技術

開発の現状や各国における機械翻訳システムの動向

についての報告があ り、各国とも着実に自然言語処

理技術 を発展させていると言える。

 本事業は通産省からの委託事業としては1996年 度

で終了する。ciccと しては今後ともこれ ら共同研

究国の機関、研究者とのネッ トワークを維持 し、情

報交換等を続けてい くこととしている。

イベン葬紹介

テクニカル コミュニケーション

        シンポ ジュウム'97の ご案 内

 テ クニ カルコ ミュニケー タ協 会は、下記の とお りテ クニ カル コ ミュニケー シ ョンシ ンポ ジュ ウム を開催

する。この シ ンポジュ ウムは、 テクニカル コ ミュニ ケー シ ョン技 術の普及 ・向上、参加者 の相互啓 発 を 目

的 と して、テ クニ カル コ ミュニ ケー シ ョンに関 する各種 テーマにつ いて、発表 ・討論 ・意見 交換 の場 を広

く提 供す る もので ある。

日 時:1997年9月4日(木)・5日(金) 10:00～17:00

場 所:工 学院大学(東 京都新宿区)

全 体 テーマ:「 かたち、色 、音 、動 き……電子空 間でのTC(テ クニ カルコ ミュニケーシ ョン)」

基調講演、特 別セ ミナー、分科会、事例 ・研 究発表、展示会 を企画中。

詳 しい内容 は6月 に案内 される予 定。

問合せ先:TC協 会 事務局(柳 下 、下 田)

    TEL O3-3368-4607 FAX O3-3368-4607-5087
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ソフトウェア講演会と特許機械翻訳実験システムの公開

1997年2月27日 、 名古屋市工業研 究所において、下記の講演会 と実験 システムの公 開が行 われた。

主催

共催

協賛

名古屋市工業研究所

灘名古屋市工業技術振興協会 システム技術研究会

中部エレクトロニクス振興会

獣 日本 システムハウス協会 中部支部

1.ソ フ トウエア講演会

 日米特許制度の動向と機械翻訳 ・インターネットを利用 した特許システム

  (1)日 米特許制度の動向…インターネットによる情報公開

                 弁理士会 業務対策委員会委員 弁理士   足立 勉氏

  (2)英 文解析による英文特許の機械翻訳への応用

                 名古屋言語処理研究会代表         佐良木昌氏

  (3)イ ンターネットを利用 した特許情報 システム

                 名古屋市工業研究所 電子部 情報技術課長 加藤輝政氏

                          電子部 情報技術課  小川 清氏

2.特 許機械翻訳の実験システムの公開

  (1)イ ンターネット上に公開されている米国特許公報(明 細書 ・請求範囲 ・アブス トラクト等全文)

    を直接 ダウンロー ド

  (2)こ れら英文を、市販の機械翻訳 ソフトが翻訳可能なレベルまで、コンピュータによって自動編集

  (3)さ らに、翻訳後の訳文について、表現の是正も自動化

 翻訳に適 した技術分野は、自動車、電気電子、通信、制御、メカトロニクス、コンピュータ、光エレク

  トロニクス

                                            以上

箏務掲渥よ蝦

協 会 活 動 報 告

運 営 委 員 会 12月7日

市場動向調査委員会

技術動向調査委員会

例 文評 価研 究 会

編 集 委 員 会

1月29日

2月19日

12月17日

2月27日

12月6日

1月24日

1月13日

IPAプ ロ ジェ ク ト、展 示会等の報 告 と討議。関連 団体 、 MT関 連 情 報

等の連絡。

'97年 度 事業計画 の討議
。 シ ンポ ジュ ウム につ いての討議 。MT関 連

情報等の連絡。
'97年 度 事業計画 の討議

。 シ ンポ ジ ュウム につ いての討議 。MT関 連

情報等の連絡。

ヒア リング:JSTの 機 械翻訳 システムにつ いて

ヒア リング:放 送分野での機械翻訳の利用

UPF会 議 と共催で、 UPF仕 様 を検 討。 JTFと の 交流会。

記号 を含 む翻訳困難文 につい て。MTサ ミッ トでの発表 について。

JTFと の交流会。

Journal No.17お よ びNo.18以 降 の編集 について。
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交流会報告

第2,3回 JTF-AAMT交 流 会

 1996年10月14日 の 第1回JTF-AAMT交 流 会(D

Joumal No.17に 掲 載)に ひきつづき、1996年12月6日 に

第2回 が、1997年1月24日 に第3回 が開催 された。

 第2回 は技術動 向調 査委 員会 の委 員を中心 とする

UPF会 議 のメンバーが 出席 した。 JTFか らは野村勇 一

専務理事のほか翻 訳会社の代表が参加した。

 出席者の 自己紹介の後、村 木一至 委員 長が技術 動

向調 査委 員会の活 動の概 要 を紹 介 した。続 いて、自由

討論に入り、下記のような話題や意見がでた。

(1)技 術 文書の翻訳者は、その経 歴から2種 類に大別

  で きる。一つは語学の専 門家で翻訳は上手だが専

  門 語に弱い。これに対 しては専 門の辞書が役立 つ。

  もう一つは技術 者上がりで 、専 門には強いが翻 訳に

  弱 い翻訳者である。

  また、「翻訳 のできる人」より「翻 訳の好きな人」の方

  が 品質や納期の点で望 ましい。

(2)現 在 、翻訳会社の仕事の95%は 日英翻訳である。

  英 日翻訳はほとんど 自杜 内で行 われているためと

  思 われる。

  翻 訳の納期はだんだん短くなって来ている。例 えば、

  か つては40日 くらいであったものが2週 間程度にな

  っている。MTの 高速性を活用 して対応 している。

  翻 訳は品質第一であり、MTだ けに頼ることはで き

  ない。そのため多数の翻訳者が必要だ。

(3)日 英 翻訳の場合、日本語の原 文の質を向上する必

  要 がある。大分よくなってきたが、まだ改善の余地 が

  ある。

  マニュアルは、日本では製品ができてから技術者が

  書 くが、欧米では開発と平行 して文 章の専 門家が

  書 く。

(4)新 しい専 門用 語の訳を、例えばチャットシステム等を

  使 って執筆者に教えてもらう手段 は考えられないか。

  訳 文の再利用は、新 人は望 むがベテランになると必

  要としなくなる。

(5)悪 い訳は修 正に時間がかかり、しかも出来上がりが

  良 くない。下訳でもある程度 のレベルに達していない

  と役立たない。現状では簡単なところだけにしかMT

  を用 いられ ない。MTの 出現 で失 業する翻 訳者 が

  出 ると思っていたが 、まだまだ大丈夫のようだ。

 第3回 は、当協会からは例文評価研究会のメンバー

が、JTFか らは野村勇一専務理事のほか翻訳 会社の

代表ならびに個人翻訳者が出席した。

 前回同様、自己紹介と横山座長の研究会の概要紹介

の後、自由討論に入った。今回は事前にJTF側 出席者

から出された英文を、AAMTの メンバーが各社の英日

翻訳機にかけた結果を配布し、話題の一つとした。

これに関しては下記のような話が出た。

 ・2箇 所に綴りミスがあった。ネイティブでも綴りミスが

  多い。ミスは人間には分かるがMTに は分からない。

 ・MTと しては良い訳ができていると思われるが、請負

  翻訳のレベルには達していない。

  正直なだけの訳(直 訳)で はだめで、こなれた訳が

  求められる。出題者の翻訳をAAMTに 送る。

このほかに、次のような話題がでた。

(1)MTを うまく使うには、めんどうではあるが、カスタマイ

  ズすることが重要である。

  辞書データベースで訳し分けられるようにしたものも

  ある。

  決まったユーザだけを手掛ける方が成功する。

② MTに 大きな期待をしても無理である。なんとか実用

  になるレベルになった段階である。

  MTは 英語の専門家でなくても使えるのが良い。

(3)一 般向けと産業翻訳向けでは、MTの 開発方針が

  異なる。産業翻訳では、原文まで見なければならな

  いのでは2度 手間で役立たない。超直訳でもよいか

  ら内容を掴めることが重要である。

  専門用語が正しく訳されていれば役立つ。医学のよ

  うに専門語の多い分野ではかなり役立っている。

(4)ア メリカでは、大学に産業翻訳の講座がある。

  日本でも検討されたが講師がいない。

(5)MTの 開発には日本語の勉強が重要である。原文

  の悪いことが多い。特に日本語文は一般に長すぎる。

  副詞句等の修飾先が分からないことや主語が分か

  らないことがよくある。MTに かかるような日本語に

  修正する必要がある。そうするとMTが 更に成長す

  る。英語では、一般に15～20単 語の文が分かりやす

  い。関係代名詞は極力使わないようにすべきである。
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委員会報欝

アンケー ト結果の報告

AAMT編 集委員会

 AAMT Journal No.16で 実 施 しま した 「AAMT Journal」 に 対す るアンケー ト結果 の報告 をいた します、,残

念 なが ら回答 は5件 しかあ りませんで したが、貴重な ご意見 をい ただきあ りが とうご ざい ました,,回 答数が

少 ないので、会員全体 の意向 と考 えるのは無理か と思い ますが、今後 の編集 の参考 に させ ていただ きます。

(1) 読 まれる度 合いについて

  どの記事 も 「いつ も読 む」 または 「ときどき読 む」 で した。 「いつ も読 む」が一番 多かったのは、

  技 術早 わか りと新製品紹介で、次いで ヒアリングと翻訳 の現 場か らで した。

(2) 内容 の良 さについて

  どの記事 も 「非常 に良い」 または 「普通」 で した。 「非常 に良い」が一番 多か ったのは、

  技 術早 わか りで、次 いで翻訳 の現場か ら、 ヒア リングお よび研 究機関紹介 で した。

(3) コ メ ン トについて

  海外 の研究 機関の紹 介 もしてほ しい との コメン トがあ りました。

  国 内の研 究機関の紹 介がほぼ終わ りま したので、今後海外 の紹介 を したい と考 えてい ます。

(4) 記事 の要望

  ① 海外 での会議 、学会 などの情報お よび海外 での機械 翻訳 の現状 の記事

   例 え ば、AAMT Journal No.17の 「AMTA-96参 加 報告」 の ように、主 な ものは載せ てき ました、)

   MT News Internationalに も掲載 され ますので ご覧 くだ さい。今後 さらに充実 させ てい きたい と思い ま

   す 。

  ② イ ンターネッ ト利用 のMTソ フ トの内容の紹介

   「新 製品紹介」 とい う形で紹介 してお りますが、 インター ネ ッ トが脚光を浴びている現状か ら、 この

   関 係 の記事 を充実 させ てい きたい と思 います。

  ③ 機 械翻訳の使い方の事例

   AAMT Journal No.13の 「機械翻訳 のための日本語の書 き方」 はその一例か と思い ます、,しか し、 こ

   の件 は関心が高 いわ りには記事 が少ないこ とも事実です。検討 いた します。

  ④ 個 人向け翻訳関連市場調査

   要望 の強 いこ とは分 かっているのですが、なかなか実体が つかめ ないのが実状です。今後の課題 とい

   た し ます 。

イベン ト紹介

佐良木事務所 ・機械翻訳研究室の開設

 こ の たび、名古屋 の佐 良木技術翻訳事務所が機械翻訳研 究室 を開設 しました。

言語学 ・自然言語処 理 ・機械翻訳の研究室 と して運営 され ます。お立寄 りくだ さい。

  所 在地:名 古屋 市東区葵2丁 目2番21号(地 下鉄 桜 通 り線 車 道駅 か ら200㍍)

  電 話 二〇50-150-3755

  E‐Mail:saraki@st.rim.or.jp
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新製晶紹奔

た ち まち翻訳

   英 日翻 訳 支援 シス テ ム 董br Windows95

株式会社 日立製作所

 イ ン ター ネ ッ トの普及の速度 には、目 を見張る も

のがあ ります。

その中で、英文ページの内容把握 に手 間取 っている

人 も増えてい るのではないか…手軽 に買えて、簡単

に使 える翻訳 ツールが必 要なので はないか…私 共は、

そ う考え、このたび、 「たちまち翻訳 英 日翻訳支

援 システムfor Windows95」 を発売致 しました。

 一 人で も多 くの方 に使 っていた だきたい という思

いか ら、価格 を7 ,800円 に設定 しました。

寛  動   A   玖  自   =   A  f1

 価 格 は7,800円 で すが 、文法 ・辞 書 には、 日立が

長 年、取 り組 んで きた、 メインフレーム ・ワー クス

テーシ ョン用機械翻訳 システムの開発 で蓄積 した ノ

ウハ ウが そのまま生か されてい ます。

 ま た、豊富 な機能 を持 たせ てあ りますので、いろ

い ろな場面でお使いいただける と思 い ます。

以下 に、 「た ちまち翻訳」 の機 能をご説 明 します。

       雛 鮮
HI1・1くh田u～ 】less Intemat◎s

窟魂 一
一 曳1獄

         穫臨
・hi 8・・川・・～互・t・m・N・喉

ボ遡
   慮盆 」
      導  ㌔  {、冒'      ヒ

"Q驚1

        .騨 灘,.引__ .    .  織_
                    r.

     (WWWブ ラ ウザ翻訳画面)

● Word翻 訳

 Microsoft Wordを 起 動 して、翻訳 したい文書 を開

けば、その場 で翻訳で きます。

 翻 訳専 用の ファイル を作 って翻訳 します ので、原

文の ファイルは元の まま残せ ます。

 また、翻訳用 ファイルは、Microsoft Wordの 文 書

と同 じですか ら、 日頃 か ら使 いなれたWordの 機 能

を使 って編集 で きます。 もちろん、 ブラウザ翻訳 と

同様 に、図表 の レイア ウ トは原文の ものが生か され

ます から、図 を貼 り付 け直すな どの操作は不要です。

● WWWブ ラ ウザ翻訳機能

 WWWブ ラ ウザ で、 「英 日翻 訳」 ボ タン を クリ

ックす るだけで、ホームペー ジを翻訳で き ます。

しか も、図表 の レイアウ トが保存 され ますか ら、英

文 のホームペ ージの感覚その ままに日本語でホーム

ペ ージを読 むこ とがで きます。翻訳結果 の表示は「対

訳表示」「訳文のみ」「原文+訳 文」 の3種 類か ら選択

で きます。

 また、 ダウンロー ドしたローカルなペ ー ジも翻訳

可能ですか ら、接続料金 の心配 をせず に翻訳 で きま

す。         (Word翻 訳 画面)

● ク リップボー ド翻訳

 WWWブ ラ ウザ やMicrosoft Wordで は 開け ない

文書 は、クリ ップボー ド経 由で翻訳 で きます。英文
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メールや英文ヘルプな どの翻訳 に力 を発揮 します。

 も ちろ ん、WWWホ ー ムペ ー ジの 部分 訳 に も活

用 していただけ ます。

● ユーザ辞書保守機能

 基本辞書で、約6万 語の見出 し語をご提供 してい

ますが、ユーザ独自の訳語が必要な場合や固有名詞、

新語などを登録するために、ユーザ辞書保守機能を

ご用意 しました。

 名詞 ・動詞 ・形容詞 ・副詞 ・熟語と、多彩な語が

登録できます。意味分類コー ドや分野コー ドなどを

用いて、1つ の語を訳 し分けることもできます。

・辞書 の指定:3つ の辞書 を同時 に指定可能

・ユ ーザ辞書 登録:名 詞 ・動 詞 ・形容詞 ・副詞
、お

よびそれぞれの熟語 の登録 ・更新 ・削除 ・印刷

・翻訳 オプシ ョン:「 です ・ます」調/「 である ・

だ」調の選択。 「日本語訳優先」/「 カ タカナ訳

優先」 の選択。分野 コー ドによる訳 し分 け。

【前 提 ソ フ ト ウ ェ ア 】

・Microsoft Windows95

・Microsoft Word6 .oま た は7.0(Word翻 訳 を 行 う 場

合)

・lnternet Explorer2 .0ま た は3.0,ま た はNetscape

Navigator2.0ま た は3.0(WWWブ ラ ウ ザ 翻 訳 を

行 う 場 合)

● 翻訳オプション機能

 文末の形を丁寧形にするかしないか、訳語はカタ

カナ訳 と日本語訳のどちらを優先するか、文書の分

野による訳 し分けなどの指定が可能です。

【メモ リ】

16MB以 上(OS含 む)

【空 きデ ィス ク容 量】

25MB以 上

垂臨麟縫
、 驚 懸 轍

         輔灘講鐙

灘欝欝
【基本仕様】

【標準価格】

7,800円(税 別)

・Windows
, Microsoft Wordは 、 米 国Microsoft Cor-

porationの 米 国 お よ び そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商

標 で す 。

・Netscape Navigatorは 米 国
、 日 本 お よ び 他 の 国 々

に お け るNetscape Communications Corp.の 商 標

で す 。

・Internet Explorerは 、 米 国Microsoft Corporationの

米 国 お よ び そ の 他 の 国 に お け る 商 標 で す 。

【ホ ー ム ペ ー ジ 】

http://www.hitachi.co.jp/soft/trans/

【この製 品に関す るお問い合わせ先 】

日立 オープ ン ミドル ウェア問い合わせ セ ンター

 フ リーダイヤル:Ol20-55-0504

 (9:00-17:00 土 、 日、祝 日を除 く)

・翻 訳 の 種 類:WWWブ ラ ウザ 翻 訳
、 Microsoft

Wordの 翻訳 、 クリップボー ド翻訳

・基本辞書:6万 語
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新製品紹介

レ タ ー ナ ビ ゲ ー タ1.0

(株)イ ン ター グル ー プ

 通訳 ・翻訳 ・語学研修 ・国際 イベ ン ト業務におい

て圧倒 的な実績 を誇 る インターグルー プは、電子化

辞書や各種 ソフ ト開発 の ノウハウ を結 集 して、簡単

に英文 レターが作成で きるパ ソコ ンソフ ト 「レター

ナ ビゲ ー タ1.0」 を開発 しま した。実 際 の英文 レタ

ー翻訳 業務 や専 門的語学研修機 関 「インタース クー

ル」 での語学教 育に裏打 ち された確 かな英 文 ソフ ト

と して、 ビジネス シー ンは もとよ りパー ソナルな分

野 で も、多 くの一般ユ ーザ の英文文書作成 を支援す

る ソフ トとして、市場 に投 入す る予定 です 。

1.背 景

 昨今 の国際交流 はイ ンターネ ッ ト等 の普 及に伴 い、

以前に もまして幅広 い層 に まで拡大 して きてい ます。

 海外通販等 も電子決済 システムの開発導 入に伴い 、

今後 ます ます よ り多 くの 人々に利用 されるようにな

るで しょう。

 しか しなが ら、一番の壁 となっているのは、言語

の問題 です。

 今 回開発 しましたパ ソコ ンソフ ト 「レターナビゲ

ー タ1
.0」 は、重要 な ビジ ネス上の伝 達事項 か ら、

ち ょっと したプライベー トな話題 まで 、英語が書け

な くて も日本語 だけで、英文 レターを作成 し、その

ま ま電子 メールで送れ、又、印字、宛名書 きもで き

るソフ トです。

で、 もう一か ら入力す る必要 もあ りませ ん。

 「だいたいの内容 さえ英語でで きた ら、後 は自分

で細部を作 成する よ」 一とい うある程度 英文の書 け

るユーザには、 この英文 レター下書 き機 能だけで も

十分有 用な もの となるで しょう。

:譜 く9鱒'障 闘 囎 ウ'》≒・.・ v:タく靴:・ …:・

Iam wrhinp in tall yrn i Mat I hava h=.an a
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yUU me d旧 「IIUS2 bビヒ鼠血m」l wuinal【hdVじ

ever seen. IenpveO your latest moNe.'

Au加m Hok」aゾ It wa3 go瓢 〕而e酌1伽t

1しd'IYeardy geUし ⊂民」しor rlly rrlぬdl H⊂脾1

輔Sh l cook!ρ         mnI

一
wud De h
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紙書いています.貴 方は今まで見た中で
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2.特 長

 ① 対訳表示

 まず、書 きたい内容を 日本語で順 に選び ます。そ

れ だけで、 日英対訳の レターが画面に表示 され ます。

 後 は、 日付 や固有名詞等 の具体的な部分が、可変

部分 と してハ イライ ト表示 され ますので、ユーザは

その部分に特 定のデー タを入力するだけで レターを

完成で きます。

 特 定のデー タはユーザ辞書 に も登録で きますので、

次回か らは、同様 な情 報を入れたい候 補箇所には、

その言葉が 自動的に第一候 補 として表示 され ますの

 ② 「電子情報 辞書1.0」 のサ ポー ト

 固有 名詞等以外 の一般 的な用語 につい て も、変 え

たい場 合は簡単 に入れ替え られ ます。

 イ ンターグループが電 子媒体 ソフ トウェアのみ で

使用す ることを目的に開発 した「電 子情 報辞書1.0」

が 基本 辞書 と して、同 ソフ トには搭載 されて い ます。

各可変部分が その辞書 に リンク してい るので 、例 え

ば、〈待 ち合 わせの場所 〉を入力 したい場面では、

自動的 に、〈待 ち合 わせ の場所 〉 とい う意味 カテ ゴ

リー を もつ 言葉(公 園一park、 ホ ー ル‐hall...

等)が 自動的 に候補 と して表示 され、ユーザはそれ

を選ぶ だけで、 レターの細部 を完 成 してゆけ ます。

 世 界及び国内の地名 も豊富 に収 録 されていて、 し

か も、特定の州や県 を選ぶ と、次 の都 市名入力待 ち

部 にはその州や県 にあ る都市名 だけが選択 候補 と し

て表示 され るなど、使 って便利 な機 能満載の電子化

基 本辞書です。

③ユ ニー ク!カ ー ド文例

 手 紙 までおおげ さに書 く必要 はない一一 とりあえ

ず季節 の便 りや、お祝い 、お礼 を簡単 にカー ドで送

りたい一一一 とい う時の為 に、挨拶状 や クリスマス
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カー ド等 を簡単 に作 成で きる機能 を入れ ています。

 か わいい イラス トまで選んで同時 に印刷で きるの

で 、オ リジナル カー ドを作るの にもって こいです。

利 なのは言 うまで もな く、一般 的に英文 レター文例

デー タベ ース と して も使 えます。

"が1

  総襲 ・  '弊

駕、

  、㌔

鐙
冤 、 ㌔

3.収 録内容

  ①分野/パ ターン

    ビジネス 39分 野:64パ ターン

   パーソナル 51分 野:79パ ターン

  ② 「電子情報辞書1.0」

    約10,000 対訳語

  ③ カー ド文例

     8種 類 48文例

  ④ オリジナルイラス ト

     8種 類 32点

④ 住所一発印字 一一一文書作成 のみな らず、"送

  付"ま で支援!

 差 出人や受取 人の住所 ・氏名 を どこに どうい う風

に書い たらいい の?一 一一 と悩 んだこ とは ないです

か。英文 レターを出 し渋 っている人の多 くが、 ア ド

レスデ ータを記載す るこ との煩 わ しさを感 じてい ま

す。

 「レター ナ ビゲ ー タ1.0」 で は、一度 だ け住 所 ・

氏名 を登録すれ ば、 レター、電子 メールの各 フォー

マ ッ トにあわせ た レイアウ ト形式 を 自動的 に選択 し

て くれ ます。 レターの文書作成 を手助 け して くれる

だ けで な く、 「送付」 に まつ わる煩 わ しさも解消 し

て くれ ます。

⑤ オ リジナル 「レタナ ビ」作成 機能(オ プシ ョン)

 本 来 この種の ソフ トは、お仕着せ のデー タを使 う

しか ないわけなのですが 、「レターナビゲー タ1.0」

で は、 レターの分野か ら、細部 の可 変項 目まで、 自

分で一 か ら作 って追加で きます。

 社 内 で既 にモ デル文書が存在す る場 合は、本 ソフ

ト内の 、 「レタナ ビ自動作成」機 能のチュー トリア

ル に従 い、その文書 をテ ンプ レー ト化すれば、 もう

次か らオ リジナル 「レタナ ビ」が使 え ます。

⑥ 「レター ナ ビゲ ー タ/デ ー タベ ースGL1.0」

  のサ ポー ト(オ プシ ョン)

 イ ンターグループが 開発 している膨 大な対訳 文例

辞書の 中か ら、 レター文例 を1万 文例 以上 日英対訳

で収録 してい ます。分野 や使 い方 で区分け されてお

り、文字列検索 も可能です か ら、 「レタナ ビ」 の中

で英文 を追加 した り、登録 しておいた りす る時 に便

4.動 作 環境

   os

   CPU

    メモ リ

日本語 Windows 95

Pentium 90MHZ 以 上

16MB以 上

5.発 売 時期

   97年4月1日

    く オ プシ ョン〉については5月 以降 を予 定。

6.お 問い合わせ先

   (株)イ ン ター グループ ソ フ ト開発 部

      〒531 大 阪 市北区中津3-7-3

         ビ ル コビル

     TEL:06-372-8048(代 表)

     FAX:06-372-3909
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新製品紹介

         シャープ ノートパ ソコンMebiusシ リーズに搭載

「英 日翻 訳 支援 ソフト(インターネット・英 文 メール作成支援対応)Power E/J 2.0」

                                     シャープ(株)

 シ ャー プでは、 ノー トパ ソコ ンMebiusシ リ ーズ

に、従 来 よ りイ ンター ネ ッ トWWW情 報 や英文 フ

ァイル等 の英文 翻訳 をサポ ー トす る ソフ トと して

「英 日翻訳支援 ソフ ト」 を搭載 してお りま したが、

この度 「Power E〃2.0」 と して、英文 メー ルに関 し

て、その作成 に対す る支援 を行 う 「英文 メール作成

支援」機能 と、届 いた英文 メール をバ ックグラウン

ドで自動的 に英文翻訳 を行 ない、翻訳結果 を受信 し

た英文 メールの添付文書 と して受け取 ることがで き

る 「EIJ for Mai1」 機 能 を追加す ることによ り、仕様

を更 に強化致 しました。尚、「英文 メー ル作成支援」

機能で は、英文 メールを和文か ら作成で きるように

す るため 、 日英翻訳機能 を取 り入れてお ります。

 英 日翻訳支援 ソフ ト(イ ンター ネッ ト ・英文 メー

ル作成支援対応)PowerBノ 」2.0に は(★ は新機能)、

・B!Jマ 不一 ンヤー

 PowerEIJに 含 まれ る ソフ トウ ェア をア イコ ンの

 ク リ ックによ り簡単 に起動 させ るこ とがで きる ソ

 フ トウェア

・FJJ for Text

 フ ァ イル上の英文 などを簡単な操作 で英 日翻訳す

 る ソフ トウェア

・E/Jfor WWW

 Microsoft lnternet Explorerま た はNetscape Navigator

 を使 って イ ンターネ ッ トのWWWペ ー ジに ア ク

 セ ス しなが ら英 日翻訳 を行 うソフ トウェア

・英文 メー ル作成支援(★ →次頁 図1)

 英 日/日 英翻訳支援機 能を使 い、英文 メールを簡

 単 な操作 で作 成で きる ソフ トウェア

・E!Jfor Mai1(★ → 次頁図2)

 Microsoft Exchangeを 使 って受信 した英文 メール

 を 自動 的に翻訳す るソフ トウェア

・大修館書店 ジーニアス英和辞典(★)

・小学館 プログ レッシブ和英中辞典(★)

・学習研究社英和 ・和英辞典、国語辞典、漢和辞典

の各ソフ トで構成 されてい ます。

 Power EIJ 2.0は 、 イ ンターネ ッ トWWW翻 訳 支

援、英文 テキス ト翻訳支援 、英 文 メール作成支援 、

辞典(英 日/日 英)機 能 な ど、翻訳作 業 を必 要 とす

る場面 をサポ ー トす る統 合化仕様 であ り、 また辞典

と して、国語/漢 和辞典 も備 わっているため、翻訳

か ら和文文章作成 まで をフルにサポー トします。

 今 回はPower EIJ 2.0で 強 化 された新機能の中で、

特 に、英文電子 メールの作成/発 信 が簡単 に行 える

ようにす るため、英 日翻訳支援機能 ・日英翻 訳支援

機能 を使用 した 「英文 メール作成支援」 機能の特 長

について説明 します。

 「英文 メー ル作成支援」機能 の特長 は、以 下の よ

うにな ります。

〈簡単 新規作成機能 〉

 挨 拶 、案内、お祝い など定型の メールを作成す る

場 合に、簡単新規作成機能 を使 えば、指定 された項

目を選択 した り必要 な項 目に記 入す るだけで 、自動

的に英文 メールが作成 され ます。作成 された メール

は自由に編 集で きますので、追加 した り変更 したい

部分を編集、検 索 ・翻訳す るだ けで英文 メールを完

成 させ る ことがで きます。

 簡単 新規作 成機能のデー タは、 (株)イ ン ターグ

ループが開発 した文書デー タベースお よび英文 レタ

ー作成 ソフ ト 「レターナ ビゲー タ」(Letter Navigator

TM◎1996)に 基 づ い てお り、著作権 は イン ター グ

ループ社にあ ります。 (Letter Navigator(TM)Copy

right 19961NTER GROUP CORPORATION AII rights

reserved.)

〈 豊 富 な用例 〉

 原 文 の中か らキーワー ドを抽 出 し、キー ワー ドを

含 む用例や キーワー ドに関連 のある用 例 を豊富 な用

例文の 中か ら検索 して表示 します。 このため、原文

に近い英文 を探す だけで な く、 さま ざまな用例 を参

考 に して表現 したい英文 を作成す るこ とがで きます。

 また 、この とき原文 を英訳 した結果 と、 さらにそ
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の英訳結果 を和訳 した結 果 も同時 に表示 しますので、

用例以外 にこれ らの翻訳 結果 も英文作成の参考 にで

きます。用例 は、 ドラ ッグア ン ドドロップや コピー

な どの編集操作 で簡単 に取 り込 め ます。

〈作成 したメールをその まま送信 〉

 英 文 メール作成支援機 能で作成 した英文を ファイ

ルに保存 した り、ク リップボー ドを経 由する ことな

く直接Microsoft Exchangeに 渡 して送信 する ことが

で きます。

〈直感的 な編集操作 〉

 範 囲選択 されたテ キス トや フ ァイル として登録 さ

れた文章であれば、英文 メー ル作成支援 のアイコ ン

に ドラッグアン ド ドロ ップす るだけで 、テキス トを

取 り込 むことがで きます。 また、英文 メール作成支

援 ウィン ドウ内部の テキス ト編集操作 も ドラ ッグア

ン ドドロップに よって行 えます。

英文 に したい文 を和文で入力 します。

ステ ップ3 入 力 した和文に近い英文例 を用例検索

し、適切 な用例 を作成 中のメールに取 り込み ます、,

ス テ ップ4 また、ステ ップ2で 入力 した和文 を日

英翻訳 し、結果 の英文を メールの文章 と して取 り込

め ます(日 英翻訳機能 で得 られた英文は、 自動的 に

英 日翻訳機能 で和文 になるため、英文の意味 が確認

で きます)。

ステ ップ5 以 上 のステ ップ1～4に より作 成 した

英文 メー ルをMicrosoft Exchange等 を使 って電子 メ

ール発信 します
。

〈Mebiusシ リー ズに関す るお問い合わせ先 〉

シ ャープ株 式会社 コンシューマーセ ンター

西 日本相談 室 TBL(06)621-4649

東 日本相談 室 TEL(043)297-4649

 以 上 説明 した機能 によ り、次の手順 で英文 メール

を作 成 し、電子 メール を使 って発信す ることがで き

ます。

ステ ップ1 簡 単新規作 成機能 を使い英文 メール文

例 集 を基に、対 話形式で メー ルのベ ースを作成 しま

す。

ステ ップ2 作 成 した文 に追加/変 更 を行 うため、

・Microsoft 、 Windowsは 、 米 国Microsoft Corporation

の 登 録 商 標 で す 。

・Netscape Navigatorお よびNetscapcは ,Nctscapc Com-

munications社 の 商 標 で す 。

・E/Jfor Text 、 E〃for WWW、 英 文 メ ー ル 作 成 支 援

な ど を 使 っ て 翻 訳 を 行 う場 合 は 、 著 作 権 法 ヒ、 原

著 作 者 の 許 諾 が 必 要 に な る こ と が あ り ま す 、、
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各位
私は、今月の 恥dernOLivingマ ガシンのr≫ において
Clean-TrQnlc水 ろ過システムのためのあrdたの広告を興味を持
って読みました。

我々の飲酒水から、私(d,そ れがサピ粒子.及 ひ、何随の味を
ろ過することができるかとうかにとりわけ興味があります。
それが電気シ3ッ クのいくらn危 険を引き起こすかとうかとあ
なたに尋ねたいとも思 っております。
これらの質問に答え、そして、Clean-Trmicカ タログ、及ひ
価格 リス トを私に送って頂ければ有難いと存じます.あ
なたの注意に対し感謝致します。
私は、あなたからす ぐに便りがあることを望みます。

敬具
Ha ruo Yamada

図1 図2
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華務病だより

MT Summitに 参 加 しよ う1

 す で にご承知の とお り、'97年10月29日 か ら11月1日 まで、米国のSan DiegoでMT Summitが 開 かれ

ます 。MT Summi[は2年 ご とに開 かれ る機械 翻訳 の世 界 大会 です。今 回 は ア メ リカ機械 翻 訳協 会

(AMTA)の 担 当で、着 々と準備 が進 んでいます。 MT News International No.15に 状 況が 報告 されてい

ますので ご覧いただ き、AAMTか ら も多数参加 して くだ さい。

委員会蓬よu

会員の皆様からの投稿をお待ちしております

編集委員会

 AAMT Jouma且 は 、 アジア太平洋機械翻訳協 会の機関誌です。協 会か ら会員の皆様へ の情報伝達 とい

う役 目の ほか に、個々の会員か ら他の会員への情報発信の場 と しての役 目も持 ってお ります。 会員に有

用 な記事 を投稿いただ き、 このJournalを よ り一層 充実 させたい と思い ます。

 詳 細は 「AAMTお よび[AMTの 機 関誌 について」AAMT Jouma且No.12(Oct.'95)に 掲 載 されてい ま

す。

会員の皆様か らの積極的 な投 稿 をお待 ち してお ります。

 AAMT
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